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泊
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尚

九

六
年
の
イ
ギ
リ
ス
輪
出
入
禁
止
政
策
と
日
本
外
交

戦
時
経
済
協
力
し
た
泊
白
・
じ
洋
業
利
益
採
護
の
狭
間
で
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法
ん
υ一
五
パ

j
v
h
U
川
ふ
え
一
前
〈
円
十
品

山ニ

月
－
川
口
川
の
陥
出
人
渋
川
品
へ
の
対
応

九
一
六
牛

九
一
行
斗

ハ
片
れ
袷
人
禁
い
い
へ
n
へ
乃

j
」
巾

E 

一品

1

わ
り
～
に

ー主

め

" 

司占

六
年
二
イ
ギ
り
ヴ
ハ
が
採
ど
輸
出
人
坐
YH
政
策
へ
、
り
だ
い
】
に
焦
点
を
当
て
、
第
一
次
開
界
大
戦
期
り
ヨ
本
州
ー
父
1

七

の
関
連
に
お
い
て
考
祭
す
る
よ
一
の
で
あ
る
戸

ト
ヘ
叫
刊
の
川
一
刊
に
ん
ノ
モ
ゥ
け

ヨ
本
政
附

次
大
阪
主
七
内
問
）
は
ふ
九
川
ヰ
八
月
、

ヨ
宇
、
同
問
に
よ
と
づ
き
「
述
台
関
心
一
以
」

と
1

v

て
参
戦
3

〆
た
と
は
い
え
、
似
の
連
合
秒
間
M
川
と
遣
い
、
円
本
は
過
院
な
総
h
り
戦
仁
川
町
時
休
制
作
L

椛
除
｝
ノ
た
わ
け
で
は
な
い
」
円
本
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だ
の
は
、
大
戦
景
気
と
も
称
さ
わ
る
か
つ
て
な
い
裕
泌
成
長
亡
あ
っ
た
一
」
と
は
同
知
の
通
円
で
あ
る
c

鉄
鋼
・
造
船

J

栂
誕

と
い
っ
一
た
草
i
言
。
ぷ
門
が
官
、
し
い
成
ロ
凡
な
遂
げ
、

輸
出
貿
易
の
躍
進
ば
大
戦
リ
ブ
ι
凶
附

L
C
い
ん
一
回
目
叩
収
支
江
機
士
一
気
に
川
併
出
さ
山
い

る
ほ
と
で
あ
っ
ア

一
万
、

li戦
山

T
U－
－

i
口
ッ
パ
で
は
戦
争
げ
戸
長
刻
化
し
て
し
抗
力
戦
へ
と
変
犯
し
て
い
h

u

迫
ヘ
U
国
湖
包
一
同
収
凹
叩

も
総
力
戦
Jr戦
い
抜
く
べ
く
、
戦
時
計
消
法
制
を
強
め
℃
い
っ
た
三
ま
L

ぺ
、
連
合
同
糊
は
約
済
閣
で
の
結
束
強
化
に
取
り
山
ス

と、

JQ 
:'Iii 
jレ

協
ノJ

会。J 求
でめ
あた
／？ 

包） ~ 

JL 

／＼ 

年
JJ, 

／
｝
ワ
シ
ス
の
提
唱
と
開
催
さ
れ
た
連
企
図
パ
ワ
約
済
会
議
ピ
は
日
以
政
時
も
お
清

を
F
H

ス
け

1
v

か
し
、
逮
ム
門
官
凶
同
心
戦
時
対
抗
政
折
、
に
窃
力
」
う
る
〆
」
い
う
場
合
、
陸
送
次
心
穏

JAに
生
影
響
を
改
ぼ

γ
の
で
は
な
い
か
こ

V
つ

日
本
社
会
ピ
あ
コ
に
。

反
映
、
？
れ
た
場
面
こ
そ
、
本
稿
て
取
れ
仁
げ
る
イ
ギ
リ
ス

へ
の
対
U

地
在
に
他
な
ら
な
い
。
口
山
貿
易
、
下
設
に

υ一純
L
fよ
附
経
片
品
を

η
iド
し
て
、
J
F
J
J

イ
ギ
リ
ス
も
、
災
時
収
紅
前
祝
刻
の
一
川
県
と
し
に
約
一

出
入
也
市
止
士
支
給
せ
ざ
る
を

rー
な
か
っ
た
乙
パ
リ
紅
治
会
一
読
へ
の
参
加
と
1r
り
ょ
う
ど
時
同
じ
く
［
て
、
円
本
は
J

Z
リ
人
心
禁
輸
政
策

九
の
対
応
ル
迫
ら
れ
る
こ
と
に
J
J
っ
た
の
で
あ
る
c

本
稿
は
、
十
九
戦
h
ー
の
店
元
同

に
者
は
し
て
日
本
外
i

父
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
主
将
る
し
試
み
で
あ
る
c

、
」
と
て
巾
J
4

的
日
間

間
出
国
h
u

と
し
て
あ
る
の
は
、

連
今
川
川
心
同
口
一
と

L
て
の
円
本
心
、
た
で
あ
る

一、足〈
J

国
の
一
円
以
一
た
る
日
本
と
ι
人間山
J
の
同
町
内
い
に
つ

氏
、
か
イ
ギ
り
ス
な
J
連
台
同
と
の
軍
事
作
山
協
々
に
然
点
れ
ど
勺
こ
、
市
室
十
（
り
が
JlLJピ
ヰ
心
山
多
角
的
か
つ
託
制

い
と
は
、

w
i
問
伴

て
い
る
っ
こ
れ
に

FJし
て
本
信
で
は
、
あ
ま
り
知
つ
れ

C
い
な
い
イ
干
リ
ザ
へ
の
品
川
輸
政
策
へ
の
い
れ
八
十
パ
り
総
括
会
誌
苓
加
と
絡

官〉

、
「
述
台
川
の
一
一
員
た
る
円
A

の
外
交
中
ー
じ
ゃ
一
は
っ
て
み
た
い
c

給
前
を
光
次
ゎ
寸
れ
ば
、
パ
j
m
p一
括
会
議
で
ぶ
め
ら
れ

1
7

一
戦
時

vr
済
協
ん
と
通
刷
・
＃
茶
利
r
ド
拙
開
設
の
狭
山
間
で
、

ヨ
ぶ
外
父
が
ω役
者
に
向
山
く
ヘ
セ
が
浮
か
び
が
る
〉
そ
の
ル
ペ

イ
ギ
汀
ス
心
ハ
也
市

輸
政
、
災
へ
の
対
比
を
ぷ
U
1
j

、
外
務
省
叶
ず
け
ん
と
M
什
／
正
（
駐
女
人
住
）

の
吉
一
日
一
比
対
げ
が
浮
上
し
て
い
〈
こ
／

7
0明
り
か
に
な
る
。
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連
合
同
パ
リ
終
日
前
会
議
と
ヨ
本

迎
合
凶
す
り

k

イ
ツ
ヘ
ホ
し
し
同
盟
凶
に
い
刈
す
る
通
商
品
庁
止
、

戦
時
・
戦
後
に
お
け
る
連
台
同
問
の
経
済
協
力
関
係
心
情

品
川
弔
を
巨
指
す
も
の
で
あ
っ
た
c

会
誌
は
ハ
月
刊
ー
か
ら
七
リ
ま
で
開
催
さ
れ
、

二
一
）
述
合
同
心
尚

（

J

戦
時
い
け
汀
「
る
は
化
山
内
ロ

・
間
以
寺
八
鳥
海
注
よ
、
凶
後
期
間
に
川
河
ず
る
池
波
的
措
豆
、

割
分
か
ら
成
る
世
間
抗
議
古
ぽ
ぷ
さ
れ
だ
わ
」
こ
の
山
討
議
に
は
提
日
明
日
一
ノ
ラ

L
ス
を
は
じ
の
、

,, 
ヲ弐

一
一
）
政
令
囚
聞
の
共
助
お
よ
び
協
力
に
閑
ず
る
永
久
的
措
胃
の
一

イ
ギ
げ
ス
・
口
、
ン
日
・
イ
タ
J
ア
・
ベ
ル

子
、
．
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
七
ル
ピ
ア
モ

L
て
刊
本
の
ヘ
ヶ
同
が
予
出

L
L
Z

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

札
口
誌
阿
川
併
に
あ
ん
ー
っ
て
は
半
は
二
戸
ヲ
六
日
に
川
山
市
聞
を
う
け
十
八
限
内
部
は

八
川
ピ
参
加
を
四
歳
以
内
正
し

戸
、
の
協
議
決
定
で

ら
ん
で

f
ギ
リ
ス
・
ブ
ラ
〆
ス
と

F4Mな
経
済
問
叫
一
係
を
有
す
る
こ
こ
が
ん
わ
λ

去
ど
め
る
〆
｝
干
し
て
ド
司
令
。
そ
こ
で
川

λ
一ム立

一C
一

日
、
阪
ん
」
い
ん
郎
一
元
副
本
を
委
員
長
と
「
る
引
派
長
門
れ
刊
誌
黙
記
さ
れ
た
c

し
か
し
、
出
発
に
占
わ
た
っ
て
取
引
可
に
い

7
え
ら
れ
に
部
八
J

内
容
を

l主見
る
と
、
ム
討
議
に
対
「
る
日
十
品
h
A
耐
の
川
川
倒
的
引
な
主
度
が
う
か
が
え
る
。
す
た
わ
ち
、

の
活
動
を
制
点
f
る
か
ね
き
桁
耐
を
引
材
プ
＼
る
の
戸
川
策
一
と
い
う
の
で
た
る
）

市
況
の
為
に
は
止
際
成
る
べ
ぐ
将
来
れ
浴
一

志
ノ
加
乞
U
1

々
L

決
！
ぺ
止
し
七
に
も
か
か
わ
ら
ず

1~ 

つ
与
え
ら
れ
る
〔
ま
ず
一
つ

0
0

一

7

ニ
ワ
シ
ミ
か
ら
の
司
誠
実
到
f
柄引
ω

遅
〈
、
市
仮
T
／
～
ん
引
判
決
定
に
為
に
つ
て
の
純
一
川
口
体
が
乏
し
か
っ
h
J

こ
と
で
あ
る
、
も
号
一
つ
手

て
山
林
的
能
川
度
乞
と
っ
た
川
内
山
間
と
し
て

総
で
J

十
円
し
た
い
こ

2
は
、
待
派
安
一
は
な
決
定
し
（
以
討
に
引
刷
、
令
を
与
え
ん
一
時
刻
て
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
れ
4

刻
、
川
帆
山
hd

経
済
統
制
心
一

川
県
と
、
）
て
怜
山
山
入
禁
？
じ
常
山
内
右
派
つ
亡
し
い
L

ペ
イ
ギ
リ
ノ
マ
、
に
対
v
t
百十ヘ
T

は
京
翰
絞
和
父
沙
を
行
ヮ
て

L
た
い
会
議
で
述
ιu諸
凹
が
村
市
愉

政
出
で
ー
ム
リ
状
ふ
ん
ど
捕
え
z
l
h

判明台、

ヨ
本
と
し
て
は
そ
の
影
響
が
及
ぶ
一
一
と
を
他
刀
川
一
巡
す
る
必
支
が
あ
っ
介
v

会
議
開
催
直
前
、
阪
八
日

は
松
井
必
判
郎
併
仏
大
使
命
一
通
1

）
て
石
芥
菊
次
郎
外
相
に

本
会
議
に
於
て
は
一
日
投
受
動
的
議
交
を
保
ち
奇
同
将
い
れ
の
行
政
に
打
主
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br受
ペ
ヲ
る
様
、
ト
意

す
る
と
治
へ
て
い
た
v

巾
畑
作
↓
は
輸
出
入
祭
止
に
つ
い
て
、
一
J
M

川M
刊に
1W
て
特
L

必
剛
丈
な
る
物
品
の
輸
山
許
可
に

れ川途
J
Y
悶
ぎ
り
半
J

央
仏
阿
川
川
二
於
げ
る
輸
入
禁
止
が
帝
凶
心
輸
川
に
多
γ
八
（
り
影
響

EHJ
へ
た
る
申
慌
を
注
べ
是
正
相
当
の
途
JVC
開
く
ヘ
犬
、

と
と
を
土
長
し
常
凶
の
希
明
よ
ι
山
川
、
り
か
に
い
」
L

ん
い
と
寺
、
ズ
て
い
に
む
こ
れ
に
付
し
て
わ
井
外
相
は
、
可
叶
A
i
河
口
－
愉
山
人
間
肝
性
一
布
吋
I

ゆd

u
聞
を
国
別
ご
と
い
伝
え
て
い
る
）

」
の
よ
ニ
ノ
に

ー
ト
へ
は
「
述
含
岡
山

判
」
と
は
い
え

翰
山
人
弘
前
止
が
戊
ば
す
w以内
J

1

の
一
丹
念
か
ら
パ
j
h性
出
会
一
誌
に
消
秘
的
伝

怒
川
止
を
ζ

》
～
よ
主
え
ら
れ
る
つ
ご
の
ー
喜
一
、
経
泣
界
や
目
前
の
動
向
1hlv

政
川
の
治
療
ー
的
態
度
の
背
景
に
存
在
し
て
い
た
と
ζ

ーも一［兄弟

と
な
い
」
与
加
の
泊
来
会
議
所
は
ん
町
議
に
対
す
る
川
古
川
当
事
坊
と
1

J

て
、
イ
ヰ
ソ
ス
の
前
日
心
人
余
j
緩
和
を
求
め
て
い
た
。
関
西
さ
は

京
布
一
け
主
唱
↑
／
ト
ハ
ム
三
誠
一
川
か
ら
成
る
坊
西
両
業
会
議
一
川
述
行
経
済
以
む
ム
日
「
1

京
都
φ

ド
八
阪
・
件
F
・わる
l
屋
・
和
歌
山
e

凶
日
市
」
占

、
連
合
諸
一
出
ー
に
よ
る
精
白
人
禁
止
を
経
済
詞
脊
境
斗
心
第
に
挙
げ
ζ

い

加
え
て
訴
河
北
イ
ギ
リ
ス

川
止
の
お
f

刊
や
パ
リ
経
治
会
談
に
ー
や
や
加
。
J

る
こ
ー
と
の
伊
J

牛
へ
宮
前
じ
て
い
た
〈
p
j

よ
リ
ス
心
径
約
政
策
に
つ
レ
て
は
口
山
貿
易
必
策
か
ら
一
知

議
主
義
的
政
策
へ
の
変
化
が
生
じ

最
泣
に
な
っ
て
そ
の
傾
刊
が
ま
す
ま
す
強
ま
つ
に
い
る
と
指
摘
さ
れ
C
し

r

主
リ
ス
、
ぺ
ど
の

迎
合
同
が
戦
時
任
立
政
策
を
強
化
す
る
中
、

日
本
が
パ
リ
経
吟
会
議
に
多
加
し
ー
も
設
す
る
と
こ
ろ
は
な
く
不
利
な
お
読
を
奇
円
わ
さ

日
本
か
会
議
参
加
に
あ
た
っ
マ
重
慢
す
べ
き
喫
緊
の

国
政
治
先
つ
は
八
輸
出
禁
止
令
及
愉
一
人
林
一
い
止
令
1

ど
技
凶
「
式
一
り
九
め
に
解
除
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
、
ど
」

れ
る
だ
い
円
て
は
な
い
か
と
い

つ
わ
れ
一
手
ニ
コ
ー
、
、

L
C
、

て
い
ム
た
の
て
？
の
ア
ム
恒
〈
に

ー
は
い
え
、
会
議
は
戦
方
・
彼
徐
に
お
け
る
注
台
凶
問
心
経
法
協
刀
、
り
緊
荷
作
b
f
口
的
と
す
る
も
、
り
て
あ
り
、
愉
出
入
県
止
は
戦
時

経
済
巡
営
の

取
に
仙
川
な
、
り
な
い
す

ぞ
れ
ゆ
え
、

げ
ぷ

U
J
官
民
ー
と
も
に
ぷ
め
て
い
た
匁
輪
一
殺
利
が
会
議
で
法
成
さ
れ
z人
わ
け
で
は
仕

方、

1
3
3
p」
C

人

1
7

ヨ
本
は
会
議
に
斗
、
ご
し
消
極
的
主
反
を
〉
L

り
続
け
る

二
阿
刷
？
父
必
に
t

士
。
禁
輸
緩
和
主
ド
拘
し
た
c

そ
一
」
で
以
下
て

f土

わ

八

六

h
f
干
に
お
け
る
日
本
の
対
必
渋
輪
一
私
和
父
渉
を
mwJい
け
る
こ
と
に
す
る
。
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九
－
六
年
二
月
－

U
Fふ
り
愉
？
山
人
禁
止
八
け
へ
の
対
比

へ
一
二
二
月
心
愉
7

へ
禁
止
令
JVLm
つ

C

ト
ヘ
戦
開
始
以
末
、

イ
ギ
j
ス九
M
L
／
連
合
凶
ば
有
一
市
円
山
や
食
涯
の
輪
，
ノ
に
供
す
べ
き
船
舶
の
ヂ
込
一
h
a
い
υ
粕
肢
の
小
心
）

にし
41

品川
7
し

T

ー、、、

－
h
U
1
7
 

一
ハ
ノ
ド
八
ピ
」
市
川
寸

j
r
i
h
f
ふ
l
r
L
j

～一ワ

ρ

L
4
4
1
j
t
J
I
T－
－

L
J
J
J
U
－－ 

に
よ
る
迎
阿
波
渓
UH引
で
あ
〉
た
こ
と
は

U
Jま

ドィ
y
計
水
舵
（

U
不

i

ト一

で
本
州
市
、

イ
ギ
J
ス
で
は
尺
珂
船
舶
の
後
殺
を
皮
切
h
に
、
船
納
利
用

ι海
逗
に
対
す
る
統
制
が
拡
ト
人
1

〕
て
い
っ
ナ
1

0

九
六
午
一
け
に
創

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

設
3
れ
に
船
恥
統
制
〈
古
門
司
会
は
統
制
の

同
州
こ
し
て
、
ア
市
民
不
勺
し
で
は
日
い
物
件
り
前
人
制
限
を
に
ヲ
J

〕
て
い

げ
こ
で
イ
ギ
リ
ス

内
抗
革
ノ
、
犬
山
相
ん
が
制
作
止
門
し
て
レ
る
足
ゎ
、

月
か
ら
ご
月
に
か
日
て
輸
入
禁
止
令
を
よ
引
吉
す
る
こ
与
に
hf
ッ

ー
船
抜
祈
給
心
開
店
は
人
ー
や
軍
国
粁
済
干
の

l
A
片
山
間
と
な
り
来
り
に
る
）
状
似
で
お
J

だ
し
井

政
判
（
ア
ス
守
一
人
述

vh凡
滑
）

一

ん

一

z
ハ庁

井
ト
勝
之
均

::I、

A
i八
倍
は
輸
入
制
限
に
つ
唱
で
、
一
九
↓
lhM
の
形
勢
如
何
比
一
絞
り
と
は
ム
輸
入
制
限
の
わ
↓
現
拡
大
ド
ら
ξ
7
T
：
ど
な
さ
を
保
し
新
し

j
b
T
L

、
二

「
J

v

L

ア

イ
ぶ
リ
え
の
輸
入
制
限
は
拡
大
し
日
本
に
も
彰
響
す
る
と
こ
ろ
と
な
う
と

日
本
で
深
刻
な
向
怠
と
し
て
受
け

円
汁
の
す
九
j

怨
一
四
円

H
め
ら
れ
た
、
り
は
、
一
月
一
一
心
ヨ
布
告
の
輸
入
禁
止
’

v
tお
っ
た

一
の
円
心
林
市
止
令
ι引
象
um円
山
は

ム
れ
乱
世
円
山
一
七
泌
物
収
共

淘
政
認
木
材
1

／
い
っ
L

ヨトム
1

りイ車中久山桁山
U
叫
が
数
多
く
今
ー
ま
れ
て
い
ん
一
か
り
と
あ
ャ
匂
ハ
ヒ
だ
し
、
禁
止
ム
μ
は
人
工
雨
的
な
輸
入
品
市
止
て

は
な
く

ふ
一
戸
一
の
輸
入
特
許
久
人

n
p
K
Hら
れ
て
い
た

す
な
わ
ち
、
一
一

H
一同
1
時
ム
ィ
で
代
金
え
払
済
か
い
輸
送
汁
の
商
品
に
限
り
、

輸
入
寸
一
宮
忠
一
副
J
1
る
と
い
て
ノ
も
の

輪
人
将
司
手
続
仏
関
し
亡
ば

ゐ
一
月
一
日
円
以
前
ギ
u
行
の
倍
沼
状
が
カ
パ

vbγ
る
公
約
引
に
つ

き
、
河
日
以
討
に
牛
設
泊
か
ら
廷
決
さ
れ
た
こ
と
を
一
汁
ず
る
写
類
を
イ
ギ
J
ス
税
関
に
民
公
3
0
こ
／
二
、
特
A
を
ワ
与
え
る
ご
／
コ
小
伝
え r 
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3
1
、F
r

cyす
す

7
し
ト
レ
、
こ
の
代
金
支
払
済
商
品
に
限
る
T

／
～
い
う
輸
人
特
許
条
M
U
♂
問
題
と
な
っ
ゃ
ん
ハ
と
い
う
の
、
弘
、
勺
時
の
ゴ
実
問
の
商
山
長
引
に

お
い
て
は
、
契
約
時
「
訟
い
し
牛
止
時
一
よ
り
紋
刀
月
切
伎
に
代
会
主
支
払
う
の
が
一
段
的
で
あ
っ

つ
走
り
、
代
位
十
ん
仏
は
よ
p
j
で

も
、
注
J

へJ
主勺
rA
け
て
裂
造
h
vヘJ
M

く
は
い
説
1
1
M
’
完
了
ご
午
前
u
聞
が
少
な
く
な
か
「
介
わ
け
で
あ
る
仁
ぞ
れ
ゆ
え
、
農
商
政
省
は
間

文
が
蒙
る
Y
U撃
の
大
き
さ

hv一言一校
v
〕、

tmL73
山川
v〕

阿
川
ドJ
占
で
の
契
約
済
問
口
山
に
コ
い
ト
も
輸
入
計
ぃ
討
を
得
ゐ
べ
く
、

外
務
省
に
交
泌
を

月

農
立
川
務
省
の
六
人
捗
弘
吉
岡
の
出
向
後
に
、
民
司
商
業
者
や
経
泊
団
体
か
ら
の
立
的
経
和
市
古
し
υい
が
あ
〉
ん
ご
」
こ
は
想
像
に
能
く
白
い
υ

上

を 1Ii 
1ム満
え之
てス'1k
法
本尚

f千務
的’bl
H ；主
徹 f官

を 2
T. 守主
張郎
L. 夕刊

’／、

ft 
内

業
者
の

背
ヲ＇R1

直
fι 
高山
中I
Lセ
品b
λふ

"' 阪1
1奇
itic ノ守
や也、

i i" 
t冬
厄
11 Ii.I 
五日
間隙
C) f汚
拘請
取碩
づ｜絶
J悶え

行き
をる
恒心
矧状
し？兄

川
一
イ
輸
令
に
対
ヲ
ザ
匂
山
一
L
批
判
と
向
山
ニ
必
要
求
か
記
さ
れ
て
レ
る
c

ま戸

売
に
も
論
じ
た
よ
う
に
、
各
地
の

U
来
会
議
所
以
パ
リ
粁
済
会

訣
へ
の
安
川
県
事
現
と
し
て
も
イ
主
リ
ス
也
市
輸
問
題
を
取
り
L

げ
て
い
た
〈

は
、
外
務
告
は
イ
よ
り
ス
輸
入
い
い
ポ
止
川
山
中
町
出
に
ど
む
よ
う
に
対
比
し
た
か
ハ
簡
潔
に
一
l

入は、

外
務
省
は
い
枝
川
河
視
と
曲
一
以
丙
務
省

の
要
点
に
一
わ
は
江
実
に
！
日
正
沙
乞
行
d
？
っ
こ
l
L

に
な
う
た
〔
輸
入
林
市
J
H
に
問
す
G
経
同
界
の
照
会
均
倍
は
反
山
湾
中
ト
を
泌
じ
て
外
務

省
に
同
夜
的
二
伝
え
ら
れ
た
だ
け
で
な
〈
、

（
記
長
ば
坂
町
民
重
次
郎
、

心
円
か
ら

h
4付
税

ケ
も
在
山
川
写
叶
庁
、
同
一
れ

i
A
H
の
通
商
対

fi

、、
v
L
 

ιの
と
き
の
外
務
省
は
、
明
山
川
す
る
様
々
な
経
済
利
世
の
H

攻
き
し
川
市
ま
り
H

と
化
L
C
い
た
L
Y

一
百
え
る
ふ
こ
で
、
白
井
外

相
は
井
駐
＋
え
れ
へ
使
い
次
の
一
よ
よ
九
訓
r

）
て
い
る
V

1

者
修
川
山
以
外
の
商
品
輸
入
に
つ
い
℃
は
寛
大
な
る
手
心
乞
以
て

A
可
を

に
ぷ
め
、
契
約
ボ
凶
円
山
総
人
将
司
を
得
る

f
Eノ
ピ
指
小
、
J

た
の
で
あ
る
三

一広－

π
jの
訓
〈
い
を
う
け
て
井
ー
は
凶
月
内

E
に
グ
レ
イ
外
相

r九
五
三
コ
ノ
る
。
し
か
し
グ
レ
イ
は
、
い
世
出
品
判
人
す
の
凶
同
一
で
日
た
い
の
み

JTm別

J

ヘ
、
つ
司
令
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扱
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
J

こ
の
と
き
グ
レ
イ
は
ま
ず
、
禁
輸
越
両
や
（
戦
時
一
し
は
必
剛
丈
度
C
低
い
ー
者
修
Hm
一
の
任
前
圧
し
ど

捉
え
て
い
た
弓
不
測
の

ドムした

d
f
の
！
と
、
品
川
輸
目
的
が
百
ー
事
上
ま
た
は
必
要
物
資
（
り
補
給
上
心
疑
問
と
た
3

て
い
る
船
腹

小
ド
ん
の
別
的
に
あ
る
1
／
説
明
い
、
日
不
測
の
戸
J

併
を
求
め
た
L

一
、
（
り
［
川
昨
品
川
に
対
し
て
井
ー
は
、
百
本
口
川
崎
H
1
／
、
ー
船
で
輸
送
い
て
い
る
こ

と
に
鉱
み
、
い
竹
京
協
は
イ
ギ
リ
ス
倒
が
一

Y
ノ
船
腹
調
節
に
資
す
る
所
が
あ
る
の
か
〉
反
論
し
た
c

ま
た
、
川
品
輸
円
山
い
い
し
の
輸
出
は
イ
ピ
1

け
ス

側
の
需
要
山
い
U
、
γ人
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
〈
f
い
ほ
も
党
以
の
見
込
が
大
き
レ
ご
け
に
、
国
小
輸
は
ヨ
共
貿
易
に
多
大
の
打
撃
な
号
令
た
ら
す

／
）
工
張
1

〆た

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

ブ
ン
ン
マ
〆
商
務
相
と
も
会
議
ー
ぶ
に
い
る
J

＃
ー
は
ゲ
レ
イ
と
の
会
談
に
お
け
る
ム
張
を
絞
り
返
す
が
、

ル

ノ
ン
シ
マ

J
D
U答
も
日
じ
で
、
一
我
要
求
出
訟
の
凶
峰
山
る
か
一
段
F

俣

L
議
論
長
引
き

5
戸
、
て
」
に
な
っ
に
。
、
」
心
会
談
で
U
F
L
北
ニ
ケ

一
ワ
〆
シ
マ
〆
が
ー
ム
f
司
け
禁
止
令
の
結
果
従
来
商
品
を
輪
山

J70川
本
船
に
ん
J

伶
船
絞
余
山
や
や
｝
ル
止
し
以
て
史
軍
側
の
必
安

さ
ら
に
忙
’
L
L
は

工
、
ヘ
リ
主
、

3
f

：
l
f
v
 

と
「
司
会
食
料
仕
（
仙
川
軍
T
m
円
山
の
輸
送
に
資
す
へ
き

と
忍
べ

r
Aで
↓
ぬ
る
〈
ノ
ー
よ
リ
ス
畑
山
は
輸
出
貿
易
に
従
前
十
ず
る
け
本
約
一
ぺ
中
平
輸
リ
山

11:; l21Jl''i.; I; 

に
い
探
り
r

町
、
げ
る
、
一
と
を
望

ωで
い
た
戸
一
と
が
分
カ
る

c
L
か
L
、
日
本
船
で
駒
氏
、
一
る
尚
之
V

禁
輸
が
胎
’
M
調
節
に
は
資
さ
k

：f
f

伊
舶
を
平
事
輸
活
に
供
す
る
考
え
伝
ど
日
本
町
ー
に
な
か
コ
ヲ
1
1
L考
え
ら
れ
る
F

日
本
側
〕
h
i
あ
く
ま
で
も
一
位

う
汀
汁

r
c
r汎
市
i
m
l
b
し
て
、

商
・
笠
荒
μ

ハV
利正口
pζ

重
視
し
、
契
約
済
古
川
u
出
す
べ
て
の
輸
入
待
引
を
求
め
F
J
の
で
あ
る

そ
こ
で
イ
レ
ー
ス
政
府
川
町
井
上
に
司
王
刈
史
小
中
小
ι
対
ナ
ゐ
附
設
内
心
草
川
を
波
し

mc
こ
の
党
皇
川
は
、

V

J

か
〕
、
井
上
か
っ
党
書
今
、
受
け
以
つ
亡
も
外
務
省
心
川
市
へ
の
態
度
は
変
1
打
、
り
な
い

イl
Jfc 
外
相
l主
＼九一
〆、

の
> 
' 
ノ

7J: 
雫
｜百

J~ 

ゾ
.".'. 
d介

、
Ul<J<、it'/'iお＇..31 J叩

イト寸
1

り
ス
剤
が
一
門
二
品
べ
て

き
に
一
」
と
JY
ま
1

／
め
た
も
り
で
お
っ
た
d

覚
書
に
よ
れ
ば
、

契
約
済
商
品
に
閲
し
て
h
輸
人
将
イ
引
を
ヲ
え
れ
ば
引
き
v
v
T
ぎ
多
大
の
初
口
山

流
人
右
前
L
、
高
V

一J志
枕
刊
で
あ
る
船
出
ぽ
判
例
焔
に
釘
げ
る
イ
ギ
j

ス
政
？
附
の
努
力
は
失
敗
に
品
川
ふ
？
？
）
亡
い
z
y
J
し

契
約
済
宥
品
約
一
九
特
汗
の
正
当
件
、
市
改
め

て
住
市
J

T

）当

ig－
7
J
n
r

つ
夏
よ
一

寸

r
f
：ア
J
r
i
n

－－
J
イ

1
M
d
2

π＃
ぃ
’
い
わ
く
イ
干
J

ス



心
情
明
快
ー
に
相
違
が
為
。
他
国
へ
仕
M
け
る
こ
2
は
て
き
な
い

' ~ 
ιー
、

禁
輸
品
川
け
に
は
恥
腹
調
節
と
い
う
地
己

H
r照
ら
し
て
院
内
V

泣
い

um
口
も
ん
j
h

ま
れ
I
い
る
P
何
よ
り
一
て
設
の
問
題
と
し
て
、
坐
Y
H
P
Q
は
ず
で
に
述
、
仏
か
つ
苧
r
立
に
成

vv
し

「
国
家
の
公
ハ
バ
て

hu

っ
て
叶
慨
が
お
す
る
も
の
で
、
判
、
り
ね
中
口
パ
済
1

ど
講
fhuu
い
の
は
小
心
当
て
あ
る
と
の
こ
と
で
み
つ
に
J

」
の
て
っ
に

一
一
片
の
輸
入
祭
7
U
Aい
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
糊
は
給
股
訓
幼
と
い

の
長
請
を
け
由
一
調
ト
ー
る
一
方
、
ヨ
本
側

は

M
門
家
の
公
t

力

J

え
る
こ
と
を
批
判
L
た
c

札
方
の

τ
下
肢
は
祈
り
ム
円

L
rく
い
も
の
で

に
t
f
G
M霊
が
昂
商
・
工
宰
ん

3
－J
F

一ミ、

U
P
I－、
L
J

i

7

7

 

f
ギ
リ
ス
聞
は
あ
る
ん
式
で
も
っ
て
妥
ほ
却
を
同
る
w

／
戸
ヤ
J

た
そ
の
方
式
乙
は
、

石
本
聞
か
的
人
特
許
を
ふ
め
た
契
約

火山内＋出
u
叫
に
つ
い
て

心
心
京
日
小
川
M
L
猶
予
期
閣
を
刊
は
り
に
す
J

令
乙
い
う
も
の
J

に
あ
る
ο

つ
主
り
、
訓
示
d
〈
l
令
市
ド

月一一〈
U
E）

vf千円、

d
T
U
V
 

け
ま
で
の
六
ヶ
口
問
に
川
本
ー
か
ら
涜
一
み
川
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
て
斡
人
ι～
仁
川
引
す
る
い
一
エ
ピ

（
｛
ノ
い
に

七
月
に
析
し
く
社
英
大
使
と
な
つ
り
に
品
。
伺
冶
巴

、
こ
の
々
式
は
前
刊
の
井
ト
ド
一
己

η
国
志
社
」
と
し
て
ク
レ
イ

外
信

ι
市
し
心
J
G

心
で
み
点
つ
に
。
日
汁
」
は
Iι

万
一
一
コ
け
は
に
お
、
「
る
会
談
で
、
ー
木
件
宏
結
の
々
法
と
し
て
例
え
は
輸
入
挙
止
発
令
佼

内
月
山
川
市
（
川
了
月
と
F
A

ふ
か
知
さ
…
相
当
正
出
叫
ん
川
町
を
付
L
行
取
れ
句
に
川
滑
り
K
L
今
川
、
己
f
p

入
れ
み
の
日
本
品
に
対
し
輸
入
山
行
詳
を
H

寸
ふ
る

と
と
と
ー
す
る
か
均
一
さ
い
品
自
ら
一
中
間

C
W決
策
な
ら
さ
る
か
一
よ
出
へ
て
い
た

グ
レ
ー
も
い
一

日貯策

j

、

「
L

ソ
ン
J

マ
ニ
内
務

畑
、
よ
訴
し
ム
？
っ

1r
井
一
に
ド
合
え
て
い
た
の
で
お
る
v

以
ト
の
よ
、
つ
に
、
一
月
の
イ
ギ
り
才
、
愉
人
公
止
令
を
巡
っ
一
よ
け
わ
れ
と
円
本
の
禁
輸
緩
和
t

父
捗
は
、
契
約
r

ゲ
凶
um
心
計
恨
み
山
十
し
猶
予

期
間
設
定
と
い
う
ん
式
で
安
μ
析
し
た
J

た
だ
し

f
ギ
リ
ス
に
お
け
る
戦
苛
経
災
i
り
必
安
抗

」
（

U
過
YH

、

通
J

こ、、ノ旬、

引
い
ν
ト
L
9
1ん

〆

サ

J
c
l
t

問ハに日付
J

て
通
d
M
・
忠
実
利
益
持
一
夜
を
主
説
、
ぷ
柁
け
い
た
ヨ
ム
側
の
N
J
J叫
で
あ
る
v

こ
の

同
月
ピ
イ
ギ
リ
ス
政
併
が
発

し
た
鉄
沼
Fu
輸
出
禁
止
令
へ
の
一
刈
応
過
を
さ
も
見
て
攻
れ
る
一

主：J
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ご
匹
月
の
輪
出
来
止
令
を
巡
2

て

四
月
一
凶
弓
、

イ
ヰ
リ
ス
政
的
は
鉄
鋼
材
一
銑
欽
・
剣
欽
類
a

鉄
道
川
れ
ぬ
船
対
一
魁
）
（
U
輸
出
決
リ
八
μ
1む
布
告
し

T
j
v
」

1
リ
比
八
日

：1
1

ユ
ー

材
料
の
輪
山
い
林
一
い
止
は
、
著
し
い
凶
長
を
澄
げ
て
い
た
げ
不
心
造
船
業
界
に
T

／～っ

I
重
大
日
開
店
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
に
代

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
店
給
付
料
総
山
は
、

輸
出
禁
止
令
発
表
前
か
ら
ず
で
L

ぬ
り
が
も
で
あ
っ
と
ι

n 
年

二
月
、
川
崎
I
一弘給

ノL

ロ！［

一月比
m
j
f
は
注
文
沼
ろ
は
給
材
料
の
輸
出
J

乞
促
寸
べ
く
、

イ
干
j

ス
～
の
交
法
Y
附相
b
出
て
い

こ
の
と
L
V
A
＼

4

M

船
a

門
主
易
公
刊
江
は
訓
川
エ
針
乙
呼
ば
れ
る
叶
一
丘
四
材
料
心
的
出
促
位
を
ポ
の
て
U

た
通
信
吉
の
者
同
↑
J
z
に
せ
有
給
町
一
ド
れ
は
、
九
百
社
ご
ζ

の
注
文

一則一

内
存
を
絞
り
ま
ζ

め
て
幣
出
席
外
務
次

πに
伝
え
と
3

ミ
ヱ
で
外
務
省
は
井
上
駐
女
人
伎
を
通
と
て
給
品
川
に
進
交
渉
に
匂
ー
す
る
こ
ζ

に

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

、ょっ

υτ

J

1

t

 

T
V

が
T
L

門
f
に
ふ
れ
ば
、
注
文
u
灯
台
一
船
川
河
川
引
の
斡
川
町
促
進
は
雌
L
い
と
の
ご
、
と
で
あ
3

に
U

と
ゴ
つ
の
は
、

茂
軍
町
市
め
ん
ら
注
注
古
川
叫
に
件
…
明
日
C
E
J
お
と
な
［
川
る

一
員
一
川
政
壮
に
H
Vハてムロ

状
況
で
丸
一
J

に
か
ら
に
快
な
ら
な
w

〈
件
パ
了
一
か
ら
ず
れ
ば
、

／J
よ
リ
ス
が
胎

恥
不
足
ル
サ
凸
設
し
L
」
船
能
川
訟
化
に
以
訟
と
な
っ
て
い
る
こ
と

、
一
ぃ
此
阿
川
川
双
山
川
に
M

れ
て

部
に
と
よ
J

弐中
1
業
者
の
希
切
で
す
一
円

る
る
こ
と
と
ほ
ら
は
ρ

正
常
心
好
部
ん
け
と
忠
は
る
る
伏

ご
み
コ
た

ー
よ
リ
ヌ
別
立
は
川
市
銅
の
製
造
輪
山
川
に
つ
L
て
は
認
め
た
も
の
の
、
町
川
畑
以
外
心
然
綱
引
刊
輸
出
ピ
佐
一
市
τ
日
し
た
の
で
あ
る
〔
そ
こ
で
d
、

Ia 
J
 

U
い
i
d
L

ば
好
都
合
よ
考
え
て
い
た
斤
ー
に
と
コ
て
は
、
、
け
止
法
造
船
約
剥
す
べ
て
の
供
給
は
地
ト
人
な
波
丸
一
で
あ
っ
z人

t
思
わ
れ
る
、
交
際
、

JL2 、
あノ入

門

M

「
阿
保
国
の
桔
副
二
狩
み
政
引
船
業
w
h
C
窮
状
山
内
析
し
特
別
の
取
般
に
山
川
つ
る
様
燥
に
、
け
よ

泊
三
係
る
も
の
ほ
九
百
伝
に
供
給
す
る
川
州
共
同
政
府
ヘ
ム
し
争
ん
人
以
？
ゐ
よ
う
に
室
副
v
しん一し

福
嶋
人
逓
れ
相
は
石
井
料
相
に
到
し

品
、
［
十
湖
要
求
の
一
部
で
も

井
上
が
グ

ν
f外
相
刊
か
：
h
J

伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
、
久

U

イ
ド
H

ジ
ー
、
J

軍
治
相
川
M

1
英
国
法
ひ
同
盟
諸
凶
陵
泊
室
の
急
務
の

九
め
一
本

f
ヰ
円
、
小
に
は
叫
1

）
黙
し
こ
の
志
一
足
て
あ
う
た
っ
行
だ
、

グ
レ

f
が
賀
市
品
供
給
や
加
制
建
仏
ア
、
い
う
日
一
で
司
判
明
川
4
山
内
共
可
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の
利
誌
に
帰
す
乙
と
L

鎚『内一

再
考
を
求
め
た
と
、
一
ザ
ベ

時
間
宮
安
す
る
も
日
本
qJ詰
ぷ
日
刊
w
p

は円山中…
M

寸
上
う
に
し
ヲ
ヲ
パ
い
と
の
F
2
1
乞

し
か
し
、
そ
れ
f

も
G
h
m
渇
河
正
口
威
信
次
官
は
糸
原
外
持
次
い
に
、
ー
川
：
銅
の
み
な
っ
す
其
心
外
心
造
船
持
れ
と
紫
光
H

交

渉
開
始
一
り
際
契
約
済
ι
係
る
包
一
り
は
全
部
供
前
を
狩
る
同
体
」

一
月
の
怜
人
件
市

ι令
の
判
明
台
、
と
同
w
件
、
契
約
済
造
船
材
料
「
べ
亡
の
供
川
町
を
ぷ
め
る
川
一
信
省
の
背
絞
仁
、
造
船
・
貿
易
業
界
の
輸
出

川ネ
l
一J祇
相
支
バ
：
引
J

何
十
什
ぶ
し
い
た
戸

凶
の
晶
一
治
・
貿
易
会
社
が
述
名
で

ヂi
ti 

川
、
じ
川
崎
法
的
所
ゃ
川
町
zhy
商
』
な
と
一

7
斗
さ
い
H
H
H
H
こ
は
叱
ぷ
寸

U
f
L

、

活
1
4
l
t
T
L
I
7
－
L

述
合
目
の
一
口

～ あ
る
日ま
の
一仁 ；実
業 j['if
t村
Fe：叫T
）） 山
相

."1J I 
忠・： iこ
主主 対
やじ
及て
t王（立
・j・ ャT
こ阿
が jft
' 子リ
述内
台な
同市首
高｜平

河を
O) oft 
人つ
3古亡
仰い

反

t :1~ 
ると判
」の
と汗

つ i;f
も
0) i叶

あ
っ
た
。
日
本
の
新
川
刊
紙
上
で

日
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
命
（
グ
リ
！
と
駒
川
十
八
使
～

h
r
輸
出
禁
ー
刊
は
や

ιじ
を
ノ
打
ば
い
諸
註
で
あ
る
と
表
明
セ
ざ
る
を
ノ
行
な
い
ほ
こ
で
あ
っ

こ
の
よ
う

・
貿
易
業
再
パ
ハ
υ主
輸
絞
夜
長
求
、
こ
新
開
紙
一
で
の
村
英
批
判
が
？
L

向
ま
る
巾
、
遠
山
討
の
一
見
請
を
う
に
て
外
務
省
山

平
八
は
月
】

に
交
＼
行
強
引
恥
ケ
訓
八
J

し
続
け

そ
こ
で
註
上
九
大
使
館
で
は
や
口
J
1
0
i

ン出
F
J
崎
市
業
者
か
ら
J
L
f
v
f凶
材
料
の
明
抑
制
喜

吉
徴
し
、
品
刊
行
制
山
右
派
遣
技
師
に
依
頼
し
て
明
細
苦
心
取
調
べ
を
行
っ
た

こ
の
取
調
べ
に
時
陀
か
一
剛
丈
し
、
交
渉
結
来
日
付
ト
い
え
ら
れ
た
の

は
ヘ
月
よ
と
立
っ
た
こ
の
と
き

イ
ギ
リ
ス
刊
μ
ば
輸
小
川
山
許
可
に
は
ー
し
じ
ら
れ
な
い
し
し
田
谷
し
に
の

そ
i
b
H
J

も
、
交
渉
ι
L
め
に
つ
三
県
J

え
大
使
畑
山
と
っ
て
政
的
斤
小
へ
の
安
小
平
は
渦
大
で
一
五
校
困
難
な
も
の
で
あ
勺
た
っ
井
仁
に
代
わ
っ

て
交
渉
J
Y
引
き
継
い
だ
政
阿
は
一
弘
剣
材
輸
出
解
除
に
つ
い
て
、

1

来
、
し
℃
氏
品
川
U
I

の
満
足
乞
作
る
に
ア
t
る
丸
山
、
頗
る
疑
問
」
と
考

L
て
い

丈

型
畑
山
説
中
一
輸
出
寺
町
川
コ
ケ
J
V

て
色
、
川
平
定
同
盟
の
設
に
鑑
2
4
口
一
吋
の
不
快
乞
忍
び
我
L
A
の
A

有
望
に

U
L同
八
れ
に
」

の
で
あ
り
、

ー
例
外
的
に
ふ
%
の
J
弔
問

t
k以
て

片
J
え
lpjzo
の
で
あ
る
し
ゆ
え
に
、
注
文
法
I
一
』
給
付
料
す
べ
て
の
輸
出
解
除
に
つ
い
て
、

料
と
河
殺
の
好
意
的
待
遇
を
ト
ソ
へ

は
ず
で
あ
っ
た
υ

こ
の
こ
き
t

珍
討
は
、
一
〕
コ
バ
ト
ル
開
始
予
れ
千
人
ソ
ン
ム
攻
勢
以
後
の 包：
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に
戸
及
1＼

女
同
所
耐
久
九
れ
い
り
軍
蒲
材
料
J

ハ
叩
々
増
人
し
吋
目
白
身
鉄
鋼
材
を
要
ド
ヲ
る
、
立
三
倍
急
乞
告
げ
来

η
汁
る
環
日
仏
一
を
伝
え

ず九

r

珍
山
山
は
イ
ギ
リ
ス
仰
の
｛
川
容
に
つ
い
と

－

V
I
崎
一
の
成
行
と
申
「
、
り
川
川
な
く
乍
遺
憾
比
h
i
u

状
希
塑
貫
徹
の
日
比
↓
必
八
エ
状
慨
之

A
Y

寸
〕
｝
け
J
F
」＼一久て

z
l
f
1
7
一L
｝

ρ

J：

珍
日
け
の
山
棋
に
は
外
務
省
市
九
へ
の
訓
令
也
容
出
＼

品
目
配
？
な
総
力
時
に
十
戸
？
叶
、
〕
戦
貯
ず
だ
J

戸
川
札
制
の
強
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

f
ギ
リ

ス
の
現
状
な
解
さ
な
い
乞
の
に
映
っ
亡
し
い
た
で
あ
ろ
そ
（

v
よ
か
、
二
大
戦
F
で
川
山
大
寸
ゐ
通
商
・
ヶ
ル
告
示
人
利
ぷ
の
い
判
長
に
J

山
市
、
？
を
泣
く
外

務
省
中
史

の
後
も
変
わ
ら
な
い
」
次
に
論
じ
る
一
心
月
の
イ
平
日
ス
前
人
祭
〈
ー
を
巡
コ
て
は
、
外
務
省
中
央
ζ

診
司
の

5
H一
同
対
立
が
一
層
汗
き
取
り
に
な
ゐ
の
で
あ
る

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

四

一
九
六
佐
一
つ
け
り
稀
入
禁
止
令
へ
の
対
v
山

戸
一
）
契
ギ
済
州
一
山
輸
人
特
許
か
一
律
輸
人
科
J
h
M

刊
い
け
の
輸
人
禁
H
今川村
hE44
品
刊
刊
の

つ
で
z
の
ッ
た
綿
製
品
の
う
ち

け
象
外
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
ゐ
っ
？
？
～

ぞ
れ
は
メ
リ
ヤ
ス

克
人

で
＋
め
る
メ
リ
ャ
λ

と
は
明
治
靴
ド
i

・
子
市
計
な
戸
沖
紬
性
三
町
む
い
抑
茨
μ
山し

こ
の
半
世
京
特
は
大
戦
期
の
日
本
で
急
述
に

成
長
し
て
い
た
u

h
会
？
の
の
搭
況
に
あ
っ
た
日
＋
袈
メ
リ
ヤ
ス
は
ア
ジ
ア
市
場
＼
心
輪
山
を
伸
ば
す
と
と
も
へ

ヨ
I 
ど1

ノ、
＋ 

:ri 
1お
！？ 
h」

hu
近
山
い
し
て
い
た
ハ
い
い
川
ヨ

i
口
ッ
ハ
輸
刊
の
う
ち
、

叶
け
に
引
f
ギ
り
ス
輸
出
心
人
出
市
加
？
Ar
日
日
比
し
か
｝
二
。

i
、

亡

，

）

「

ム

川
／
l

事
4
P
F
｝
ノ
斗
ヌ

f
U
4
1
4
ヰ

7ょf•; 
人

前
作l
i土

司占

ハ
年
二
入
っ
て
か
ら
総
愉
出
頭
（
U

一
分
の

強
な
J

め

丸一

μ
丘
陵
輸
問
、
り
悩
額
以
！
の
Emr仏
、
い
で
い
ノ
て
の
｝

乙
一
こ
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
庁
は
け
口
一
J
I－－

d

バ
セ
ペ
、
ス
を
人
守
む
愉
入
以
下

ι令
JE発
し
た
の
で
あ
る
ν

禁

t
令
で
は
、
今
日
品
輸
入

佐
川
！
リ
ん
l

司
T
L
M

、
イ
ギ
ノ
ス
蒲
治
省
の
わ
司
を
行
い
た
も
の
以
外
の
有
品
約
人
を
立
止
す
る
と
1
J
J
I
L
l

い
た
J

品
何
人
が
特
許
さ
れ
る
の
は
、

と
J

パ
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。
月
一
日
時
去
に
品
川
店
地
ど
離
れ
、

同
U
以
前
に
代
金
支
払
ほ
か
信
用
状
党
れ
済
む
出
品
て
：
r
め
つ

イ
主
リ
ス
古
川
hyfd

告
で
は
こ
の
時

も
、
契
約
済

一日什文

jr
で
y
u
代
金
主
f
い
が
終
わ
〉
て
い
白
い

ぐも
L
〈
は
信
用
状
を
有
し
た
い
）
商
品
、
？
ー
科
汗
い
九
象
と
し
必
い
方
針

J
I
L
J
の
つ
二
。

珍
山
川
妊
U
4
へ
大
筒
は
、
禁
7
ト《ルム
μ
ノ
向
六
与
月
以
内
の

i
本
か
ら
の
桔
み
出
、
手
－
条
件
に
契
約
市
町
商
品
の
総
人
税
庁
を
得
る
方
針
J
K
外
務

珍
は
一
月
の
輸
入
禁
？
忙
へ
μ
ヘ
の
け
け
恥
に
な
ら
い
、
〈
I
凶
も
れ
恨
み
山
J

粕
FV

－
期
間
の
設
ど
で
も
っ
て
父
泌
な
ま
し
〈

め工、叶

ζ
L
で
わ
け
で
あ
る
口
政
制
千
川
人
】
千
二
初
は
珍
司
）
同
じ
方
針
三
対
リ
久
交
渉
に
臨
む
つ
一
4
れ
三
あ
っ
た
上
川
農
商
務
次
官
は

八県ト川町一
J

意
向
を
幣
原
外
務
次
P

円
に
じ
い
え
Q
と
と
ー
も
に
、
ア
ワ
＃
外
出
制
は
珍
牙
町
一
J

交
渉
を
は
H
M
L
た
J

し
か
し
判
7
G

な
く
ー
ぷ
1
1
政
討
の
交

が
方
告
は
桁
ず
る
n

石
川
汁
い
れ
作
は
契
約
筒
、
前
ふ
輪
人
特
一
許
ー
一
川
町
に
代
え
て
、

ハ
や
輸
入
特
一
許
十
勺
去
に
よ
る
交
が
を
珍
田
に
指
不
し
た

の

ヰ
伴
輪
日
人
将
司
と
は
、
禁
止
令
公
布
市
に
お
け
る
契
約
の
有
制
t

に
減
収
仰
な
く
日
本
山
町J
メ
ワ
ヤ
ス
す
べ
て
の
輸
入
を
求
け
町
内
巳

も
の
で
あ
J
J

た
J

こ
れ
は
、
宇
J
一
い
の
全
出
併
問
市
民
求
に
等
し
か
っ
た
〈

H
4
出
川
の
交
、
一
伊
方
針
転
倒
の
背
景
に
は
、

や
は
り
氏
問
符
対
当
A
W
r
ι

山
湖
沼
が
丸
山
っ
h
J

こ
と
は
一

V
つ
ま
で
も
な
レ
に
た
に
し
、
l
j
k

＋
1

、、J
M
え

な
民

μ
1
3
ヲJ

ト阜、川
M

事
実
の
八
十
配
併
禁
に
ま
で
は
わ
が
っ
土
、
」
と
が
物
語
る
巡
り
、

メ
リ
ヤ
ス
輸
入
解
祭
ー
ピ
求
め
た
「
t
開
山
川
町
バ
周
作
む
活
動
は
一

月
の
輸
入
品
市
止
令
の
と
き
以
に
激
（
hr
っ
た

輸
入
山
崎
祭
述
却
に
い
ち
U
ナ
く
却
さ
山
し
た
の
は
、
関
西
心
経
従
凶
れ
で
ふ
り
る
J

大一奴

芸
大
ト
タ
ナ
ル
同
来
初
ム
円
や
紳
一
戸
貿
易
同
業
組
合
が
白
井
外
相
に
宛
て
て
陳
情
汽
を
招
出
し
、
愉
一
人
協
竺
交
渉
を
強
く
求
め

れ
り
同
開
店
半
け
も
1
ず
、
わ
初
心
資
金
を
役
γ
レ
ワ
丘
一
ー
務
規
枝
心
拡
長
を
凶
J

て
き
た
メ
り
ヤ
ス
業
界
の
縦
走
b
f
h
v
一
べ
て
い
る
わ
一
切
え
て
、

メ
リ
ヤ
ス
4

立たれれ紅白－

r，Q
椴

の
増
加
に
一
い
及
J

て
い
る
つ
ゆ
戸
羽
只
易
同
業
f

縫
合
の
隙
悩
需
が
円
、
つ
い
は
、
「
羽
時
間
引
先
日
に
於
げ
る

職
十
は
め
ん
ど

i
ハ
万
人
の
多
き
し
乞
設
す
る
p

告
稔
に
ぷ
し
而
か
も
呉
川
地
刈
は
り
九
阿
川
県
u
聞
に
従
事
」
〕
て
い
る
と
の
一
一
乙
で
あ
っ
た
、

そ
こ
で
陳
情
一
一
許
は
、
今
一
刻
の
輸
入
全
止
へ
υ
；
か
も
た
り
す
い
が
州
立
y
し
し
て
、

メ
J
ヤ
ス
製
造
菜
有
の
川
山
花
乙
松
の
大
量
失
業
を
い
対
扮
す
る

rnu:aミ・Ilo＇仁（3・11'711 11c8 :::ooc.11 
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す
な
わ
ら

当
染
者
は
多
十
八
れ
い
り
引
持
組
H

を一一受け戸川守
L

製
造
業
者
の
倒
産
之
れ
に
光
事
ず
る
職
i
の
失
業
百
絞
心
し
次
川
町
業
に
多
大
の

ま
～
一
、
十
八
（
以
・
神
戸
の
団
体
に
U
K
き
、
関
東
の
制
体
J
3
解
笠
通
勤
に
乗

り
出
し
こ
。
叫

mvm輸
出
協
会
や
七
万
葉
大
小
川
業
制
入
品
川
も
政
府
い
に
隙
杭
圭
け
な
N
t
m
し
、
い
る
υ

e

p

の
際
、
東
門
市
長
i
人
小
川
業
組
ム
n
はトへ

損
宝
［
こ
が
問
る
こ
と
い
と
も
汎
さ
れ
、

強
州
さ
れ
ん
一
の

阪
の
同
業
組
合
と
迷
絡
を
攻
L

り
な
が
っ
注
動
い
乗
ゎ
出
、
三
谷
地
の
同
業
組
合
い
呼
ひ
か
け
て
ら
国
仁
へ
ん
古
心
開
催
な
剖
泊
三
ー
に
い

さ
ら
に
は
大
円
托
紡
績
述
丘
九
百
日
小
限
情
b

許
諾
抑
出
、
三
商
業
会
設
引
（
計
九
品
・
横
浜
・
京
都
‘
大
阪
－
M

叩
ド
～
代
表
文
も
翰
入
解
禁
を

ぷ
め
て
ヲ
川
ト
h

パケ山州ト

こ
の
よ
う
に
、
μ
吐
ぇ
別
問
介
ど
メ

J
γ
ス
抗
日
人
解
禁
山
長
引
叫
が
拡
大
す
る
ギ
、
政
川
川
の
ハ
人
抜
方
針
は
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

ハ人法
J
H

リ
針
り
転
換
に
際
｝
戸
、
ア
川
井
外
！
4
は
、
一
本
訪
中
業
者
は
俄
然
悲
山
切
に
陥
り
此
慌
に
成
町
l
l
h
ば
倒
産
γ
γ
Q
も
の
波
多
あ
る
べ
き
形

に
あ
る
こ
1

、
業
者
の
削
阪
ー
に
一
斉
及
L
て
い

F
1
ま
に
、
大
川
町
河
潟
に
代
わ
っ
て
古
川
一
正
教
弁
明
刊
が
成
立

一m－

し
に
当
初
、
外
拒
を
ぷ
汗
し
に
I
寸
小
川
y

同
H
F
一
も
一
場
係
者
の
窮
状
は
ハ
ー
や
根
氏
に
迭
し
つ
：
の
わ
り

二
心
刀
九
円

と
し
、
均
約
、
出
荷
4
1
輸
入
引
計
ノ
＼
ら

い
で
は
涜
係
市
業
者
の
一
問
状
一
を
紋
T
m
L
F勺
な
い
と
説
明
し
て
レ
ヒ
c

刊
以
府
の
ん
針
転
換
に
当
惑
し
た
の
が
珍
川
い
し
也
前
九
人
住
で
み
る

治
止
命
行
前
契
約
九
河
内
口
出
に
つ
い
て
輸
人
特
許
を
得
ょ
う
J

し
と
い
た
珍
同
に
と
へ
J

て、

も
の
で
み
っ
た
加
え
て
、

行
ノ
加
地
凶
口
（
比
恨
み
れ
し
斜

当
主
苔
同
四
出
の

ωき
は
到
底
貫
徹

予
期
間
設
定
に
よ
る
捻
主
出
契
約
出
商
品
輸
入
符
斤
筆
者
注
）

よ
り
一
十
災
す
る
の
法
改
に
出
つ
る
は
如
何
に
も
附
引
を
汗
す
る
が
如

き
印
象
乞
与
え
将
米
に
不
利
益
な
り
と
議
色
ぞ
ぶ
し
に
の
で
為
る
。

こ
え
ノ
ノ
て
一
一
心
月
の
輪
人
栄
l
令
へ
の
対
U
過
trv

で
は
、
外
M
M
ゆ白
J

M
ん
1

／～珍

μ
牡
夫
人
的
阻
む
し
の
な
見
対
J

、で，
f
き
彫
り
に

K
7よし

一
一
こ
で
注
戸
い
て
お
き
z
l
h

い
の
は
、
双
方
と
も
パ
リ
だ
出
会
誌
に
お
日
る
初
刊
す
共
助
」

の
治
神
と
閲
官
民
ハ
ド
い
い
け
な
が
、
り
工
張
主
展
開
し

て
、
ふ
こ
こ
で
フ
ら
。

干

》

J

j
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ー
寸
ド
内
相
兼
外
相
は
、

日
本
一

ι活
古
代
・
圧
や
ふ
に
中
パ
ポ
荒
川
一
一
余
及
は
ず
措
置
が

相
川
1
1
ハ助一

心
情
怖
に
反
し

M
A
C
利
党
持
活
悪
化

を
閉
山
き
か
ね
な
い
十
丁
張
し
た
J

す
日
午
わ
ち
、
「
実
国
政
府
〈
r
同
一
り
出
川
良
、
り
如
き
は
先
に
巴
里
経
沼
会
議
二
於
℃
決
議
し
た
る
相
互
引
ハ
助

心
伝
神
に
L
九
ず
る
の
嫌
な
き
に
非
寸
ぷ
仁
川
井
、
凶
畑
山
於
て
千
十
件
に
つ
き
慎
重
な
る
さ

E
b」
切
＼
ら
れ
本
印
刷
山
の
熱
望
ζ

拒
一
ん
す
る
い
山
口
附
h

ハて

は
必
は
一
般
国
対
の
汁
字
、
感
情
上
百
ム
円
か
ら
さ
勺
結
果
を
十
一
世

f
m
r店
、
〈
，
ど
あ
り
」
、
と
い
う
の
ご
あ
勺
し

ー
寸
門
の
、
？
荻
に
汁
、
〕
、
珍
ヨ
は
次
の
ょ
っ
に
反
論
ど
～
戸
珍
川
レ
ワ
＼

T
U－
－
ス

っ
と
措
笠
は

「
」
さ
れ
械
の
勝
敗
に
も
閑
す

Q
R
恋
心
安
務
に
れ
源
し

特
に
「
船
山
肢
の
か
へ
之
は
央
防
の

A
I
L最
も
ん
れ
〕
一
的
ー
し
て
其
の
影
響
は
伐
に
食
料
品
ピ
J

も
及
ほ
し
川

る
状
況
に
叶
川
市
れ
す
る

1

v

か
も
、
そ
の
在
監
は
諸
外
国
だ
け
で
な
く

f
F
J
ス
植
民
也
に
も
適

μさ
れ
る
本
幻
ゆ
え
、
日
本
予
古
悩

J
D
T
f
記
し
挟
む
余
地
も
保
提
？
も
な
い
n

江
上
の
説
阿
川
や
踏
ま
え
て
珍
州
は
、

へ
p

、uy～
に
同
一
約
あ
る
務
自
に
出
で
立
ハ
の
五
行
士
山
谷
易

な
ら
し
む
る
こ
そ
巴
平
会
一
一
抗
心
旧
山
本
に
Q
N
h
h
－R
ハ
効
の
結
川
刊
に

JMふ
川
刀
な
る
へ

i

と
主
張

L
U
J
の
で
あ
る

「

J

輸
入
議
止
令
の
＋
工
へ
総
延
期
と
柏
町
中
山
し
精
子
を
巡
っ
と

珍
問
駐
英
十
九
伎
は
外
内
初
右
中
央
C
態
山
に
品
れ
的
で
J
F
r
d

て
U

川、

品
川
パ
輸
人
特
許
が
巾
ヰ
へ
の
交
渉
方
針
で
為
る
以
一
は
そ
れ
に
い
沈
わ

さ
る
吉
停
に
か
っ
た
v

そ
の
際
、
珍
同
は
寺
山
n
L
H柄
、
止
外
出
情
や
ら
、

日
本
邦
係
会
付
ハ
U

取
調
べ
に
も
L

一
づ
く
船
政
利
用
以
況
を
交
沙
材

い
と
受
け
取
勺
て
い

守
山
門
の
知
ら
せ
で
は

最
計
六
ヶ
月
間
同
沿
い
と
ヨ

i
口
ッ
ペ
川
げ
つ
輸
出
に
使
用
す
る
船
舶
へ
の
メ
り

ヤ
ス
磁
戟
割
合
は
わ
す
か
六
分
強
に
過
ぎ
な
い
と
の
こ

2
て
あ
っ
た
。

こ
の
知
ら
せ
な
長
け
た
玲
出
は
グ

ν
イ
外
相
1
f
T
Y

／
〉
ア
J

尚
相
と
会
一
ベ
M

J

、

J

か、
v

イ
ヰ
ワ
ス
側

円
に
側

に
と
っ
て
律
陥
人
牡
竹
花
乙
は
「
卒
村
一
す
合
一
体
の
瓦
解
を
さ
味
」
す
る
ゆ
え
、

－
入
剖
一
コ
民
主
こ
主
ー
じ
μ

J

E

〉

3

Z

ーノ

1
c
z
f
y
y
v
L
、
f
f
ヵ

方

は
、
近
川
の
給
版
、
利
市
状
況
に
錐
ム
司
れ
ば
メ
1
ノ
ヤ
ス
輸
入
川
ホ
ー
は
さ

L
て
船
出
版
調
節
に
和
、
5

4

J

る
と
こ
ろ
は
な
い
と
1
J

て
再
考
を
ボ
め
た
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し
か
し
ラ
〆
シ
マ
ン
は

メ
リ
ヤ
ス
輸
出
川
に
利
泊
さ
れ
て
い
る
ー
之
の
場
々
ハ
八
ん
心
が
舶
す
ら
た
引
佐
市
川
市
材
料
弓
の
吐
い
給
～
航
防
止

中
英
凶
d
r
民
地
よ
り
一

」
是
非
判
別
し
た
き
境
遇
内

4
り
」
括
弧
山
門
は
い
原
丈
）
と
い
う
立
場
を
み
説
し
止
の
で
あ
る
c

三
日
入
、
イ
ギ

り
ス
州
剖
h
ヨ
不
の

作
輸
人
将
司
日
要
求

い
と
す
る
一
ち
で
、
譲
本
心
姿
勢
も
一
－
小
し
た
す
ナ
な
わ
ち
、
輸
人
竺
止
令
実
泌

日

イ

プ、

liij 
待
行、

；コ月
でヨ
発士
、 計千

刻

ヨ
ま
で
は
店
条
件
に
総
人
pf
認
め
る
L
r

い
え
ノ
常
符
で
あ
る

IJ 

一
昨
、
別
午
ヘ

h
川

仁

司

月

t

か
1

J

、
政
川
川
は
的
人
余
ム
ー
の
下
、
戸
地
併
一
切
に
満
足
了
る
r工
ろ
か
、

T
2仰
を
草
っ
せ
七
。
卜
川
吉
良
商
務
次
巨
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
財

の
然

d
〈
l
中
zi

日出
M
U
印川
h
～
れ
ど
は
日
本
の
間
同
町
商
業
者
の
L
H
痛

3
絞
和
1

／
ね
れ
な
い
こ
l

u

一
人
。
そ
こ
で
L
L

斗
は
、

l
l

、J
一
、
，
、

4
1
d
p
J弐
1
F
T
ヌ

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

対
日
以
絞
さ
ら
に
六
ぅ

ιり
積
み
出
し
耕
一
子
族
的
を
認
い
わ
る
γ

擦
に
幣
原
外
務
次
宵
に
六
人
桜
を
要
前

L
に
0

3

ず
バ

一色

心
仰
い
兼
外
桔
は
、
こ
の
内
民
必
殺
容
－
d
要
請
通
り
に
冷
一
凶
計
英
大
使
へ
父
必
J
V
一
也
市
不
し
た
。
こ
の
と
き
政
泊
り
念
頭
に
あ
っ
た
り
は
、
け

に
つ
い
て
は
川
井

本
市
と
日
以
－
L

J

よ
り
ス
を
輪
山
光
と
し
て

u
f
ハ
ア
メ
リ
カ
品
と
の
閉
山
花
mで
k
U
J
J
h
t
p

農
商
務
省
で
は
円
米
内
川
悦
凶
げ
の
対
比
輸
送
け

輸
人
全
止
延
期
か
ら
日
木
晶
子

mf，
又
告
げ
る
利
益
は
ア
メ
リ
カ
口
町
し
〈
比
へ
て
乏
し
い
q

と
刈
釘
［

数
々
」
比
較
し
た

J
L

ゆ

え

に

円

本

um
に
つ
い
て
は
明
年
一
月
一
日
以
竣
さ
ら
に
六
、
月
む
稿
み
山

L
猶
下
か
一
ぷ
め
た
心
で
み
る
つ

日
半
政
府
は
！
ハ
ぅ
月
間
の
慎
み
山
（
揃
M
r
y
yど
求
め
て
1
よ
リ
ス
測
と
iX沙
す
る
こ
し
し
に
な
う
と
が

一
心
過
程
で
け
は
ほ
巾
h
へ
と
珍
川

円
恥
英
大
使
、
り
さ
見
〈
U
食
い
追
い
が
件
び
M
l
n
J
f
L

珍
正
は
一

「
伐
に
け
丈
ば
肝
心
リ
六
千
葉

一
月
々
コ
川
に
グ

ν

人
小
」
に
つ
い
て
よ
う
月
以
内
心
政
み

mLな
条
件
と
す
る
輸
入
特
許
可
を
求
め

一
方
、
例
務
省
中
央
は
「
凱
に
注
I
P

ん
済
L

の
商
品

に
阪
い
mf

月

一
日
に
十
寸
川
に
代
わ
っ
と
へ
ァ
野
二
郎
外
相
い
わ
く
、
今
回
、
丸
一
め

C
い

の
一
一
父
捗
に
門
呈
で
十
一
唱
え
た
の
で
あ
る

る
狛
↓
y
内
特
は
一
月
の
輪
入
村
山
す
り
？
に
対
す
る
も
の
と
は
基
鐙
を
凶
共
同
ケ
〕
注
丈
済
み
）

で
あ
っ
た
ν

貯
え

て
本
町
は
、
「
猶
子
規
制
刈
の
苦
味
を
伐
よ
れ
い
川
限
し
て
既
に
注
文
ん
Amu－
も
の
の
み
に
限
ら
れ
行
る
仁
村
い
て
は
当
ん
の
考
案
と
悶
齢
か
γ
守
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じ
に
る
P4ιrHM
り

と
批
判
し
た
へ

つ
ま
り
、
二
月
む
輸
入
朱
d
ヘ
リ
に
何
百
ら
っ
7
ふ
ん
約
治
古
川
u
m
C
荷
み
出
し
鈎
J

？
を
ね
よ
う
と
L

匝

2
、
契
約
心
古
川
ん
ど
問
わ
な
い
待
猶

pγ
士
山
女
求
し
に
政
げ
庁
小
ん
と
、
り

組
ム
匙

か
一
円
ひ
ゴ
じ
た
わ
け
で
。
あ
る

政
府
作
火
の
考
え
に
い
川
L
f
L
珍
庄
は
や
は
り
謀
色
ζ

不
し
打
、
」
す
な
わ
ち
、

契
約
の
ム
竹
並
に
不
拘
一
律
泊
予
し
仁
川
1
7
小
が
如
き
即
ち

引
回
以
し
し
の
お
典
ち
と
し
ん
L
U
る

こ

と

M
1斗
一
件
の
一
市
決
定
遷
延
す
る
の

←－ 

均
作
U
納
ろ
と

L
Pコ
川
凶
1

）
か
け
従
れ
に
市
久
求
は
Y
A
Y
し

持
え
る
校
三
一
手
J

た

加
え
て
珍
司
は
、
絵
2
4
出
ν
伯↓γ
期
間
の
起
賞
円
で
あ
る
輸
入
品
4
i
八
件
党
九
円
に
つ
い
て
、

一
O
月
一
円
ド

ら
六
ヶ
月
間
ζ

ず
る

H
r正
当
で
あ
る
1
4
地
へ
に
ハ
こ
い
、
、
の
は
、
例
年
月
か
ら
一
ヘ
ヶ
月
「
〆
た
場
台
、
実
質
九
ヶ
月
間
の
猟

マ
〆
と
な
り
イ
ギ
1
ノ
ス
聞
の
司
主
は
料
が
た
い
と
考
え
た
か
ら
ず
あ
コ
た

J
L
か
し
、
猶
予
期
羽
の
起
筆
円
い
れ
に
つ
い
て
も
た
い
好
外
措
は
、

一
日
本
1

況
な
池
一
説
ピ
ぷ
し
て
不
利
ヰ
日
る
池
慌
に
置
く
も

t

ェ
し
、
珍
田

珍
問
は
外
務
者
中
央
と
の
飢
断
l
L
V
一
抱
え
な
日
ら
、

ロ
ノ2

日
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ず
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湯
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摂
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懸
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仇
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述
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ど
t
J

ふ
る
に
止
ま
る
に
山
？
の
h
U
J

と
い
う
ょ
っ
と
、
「
ム
マ

後
山
一
成
行
七
日
L
I
止
を
刊
「
ん
ば
ム
「
庁
、
J

4

凶
の
決
定
せ
る
所
を
容
認
L
C

光
つ
1
A

小
刊
を
落
jvh
什一

L
bる
こ
じ
〆
、
設
肢
と
し
た
り
て

品川

ω
d
G
q
ヨ
人
制
聞
が
「
渦
乏
な
る
解
決
」
主
治
的
て
イ
ギ
リ
ス
糊
の
方
針
を
一
ケ
げ
人
れ
る
姿
勢
に
灼
い
℃
い
た
と
こ
ろ
、
二
一
月
一
有
ヨ
に

な
う
て
グ
汁
f
t
ン
牡
川
大
使
は
イ
ギ
j
ス
政
？
附
が
4

1
ヤ
ス
輸
入
品
4
i
援
問
に
決
、
J

た
こ
〉
を
ぷ
好
外
相
に
伝
え
た
c

こ
の
輸
入
禁
止

撤
回
に
つ
い
て
、
珍
川
駐
英
大
使
は
｝
ワ
〆
ク
レ
’
外
務
次

E
F
の
会
談
を
時
ま
え
、
次
の
よ
う
に
械
じ
て
い
え
也
、

f
ギ
J
ス
れ
パ
務
省
は
、

日
英
関
係
の
大
同
〕
0
1
j

強
岐
に
父
泌
を
続
け
た
る
為
有
務
省
も
終
に
多
大
の
J

ブ
ク
夕
、
〆
ス
を
以
て
我
守
口
γ
祈
り
品
川
に
今
日
の
所
決
を

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

見
る
に
王
り
た
る
次
第
な
れ
」
こ
の
こ
と
で
お
っ
た
u

珍
出
は
イ
ヰ
リ
ス
れ
務
山
刊
の
「
μ
八
、
力
」
日

意
れ
の
成
功
を
以
む
る
に

ア

2
し
、
み
の
d
d
山相
2
し
ζ

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
樟
A

父
代
の
印
村
山
容
が
一
品
川
摘
！
d
T
L

い
Q
U

す
な
わ
ち
、

河
一
係
、
下
務
省
に
新
内
気
流
入

の
結
果

ι外
は
ら
ざ
る
へ
〈
訪
h
は
今
次
勺
以
変
古
川
相
然
に
も
次
々
に
け
ん
U

せ
し
ド
る
次
第
と
型
工
科
v
d
J

一
と
銀
山
町
小
し
L
い
た
乙
1

ん
f
次

の
攻
法
一

と
は
y

ス
干
ス
有
4

阪
に
代
わ
J
J

た
口
J

i

H

ジ
ョ
ー
ジ
句
慌
の
発
足
で
丸
山
h
r

輸
入
禁
U
緩
布
バ
タ
品
仰
の
相
手
で
怠
っ
た
ラ
ン

J
r
／
古
川
相
も
限
外
L

去
っ

し
ト
し

凶
作
ソ
川
が
イ
よ
り
ス
に
お
り
h
2
U
権
交
代
心
札
祥
物
と
持
え
に
メ
リ
午
ス
輸
入
来
リ
州
問
阿
も
長
く
は
続
か
な
い
〔
む
し
ろ
ァ

ヌ
与
ス
一
り
戦
争
出
恒
い
肩
rι

不
満
JMι

持
つ
f
L

い
に
ロ
イ
h
h

い
ジ
ョ
ー
ジ
の
新
政
格
－
Y
一
て
戦
予
選
行
仁
（
り
出
品
誌
を
後
先
さ
せ
、
戦
時
計
済
統
制

を
強
化
し
て
い

一
九
一
じ
’
干
刀
ぶ
耐
人
全
止
令
が
党
せ
ら
れ
た
と
き

メ
リ
ギ
ス
は
内
汁
び
付
象
um
円
に
加
わ
る
、
り

五

ヰJ

才づ

eノ

·~ 

ド
ム
知
己
は

ハ
司
ハ
月
の
連
合
凶
パ
従
凶
会
議
y
し
…
将
司
と
〈
L
て

ui小
vr豆
利
L
ヒ
イ
ヰ
ソ
ス
の
前
日
川
一
M

↓人然
j
政
策
へ
の

lつ：； l2Ul''i.; I; Ul<J<、it'/'iおな f,;9, 



）

「

J

、ι
f
、、乙
Eπ

。〆、」わ

い

v
L
一

日

！

プ

ハ
リ
符
済
会
議
は
、
戦
時
マ
’
岳
山
市
山
ト

ω協
H
A
関
係
ど
怖
に
す
る
ご
と
な
円
的
り
っ
と
し
と
い
ん
一
し
会
議
H

参
加
し
ず
九
ヨ
ト
ム
J
n

連
ム
n

u出
足
に
「
a
hり

八

υY 
v
 

八nx U
 

カ
九
）
日
一
強
！
い
坤
ボ
払
府
v
税♂柑丙肯小本小～し
f

仕
7
〕た
U

特
に
メ
リ
ヤ
｝
人
山
町
入
禁
止
へ
の
刻
Y

山
h
M

不一
9
当
り
、
ぺ
J
1
H』

引

国
（
り
一
日
」
と
し
て
、
連
企
諸
国
の
戦
時
ず
れ
出
速
官
に
協
力
す
る
こ
と
が
小
平
め
ら
れ
七
。
し
か
し
、
戦
時
経

Aro－
－
川
県
？
に
る
輪
山
い
人
数

こ
と
を
逃
げ
る
必
安
も
あ
っ
z人
v
h
M

一
次
同
界
大
戦
期
の

i
ぷ
外
交
は
、
戦
時
計
済
協

力
、
和
十
円
共
助
」

十
何
仰
が
論
じ
た
イ
干
1

ス
の
輪
山
入
禁

ι政

J

通
商
・
斗
寸
W
R
利
訴
擁
誌
の
狭
間
に
円
か
れ
て
い
た
わ
け
と
あ
る
c

取
へ
の
汁
此
ば
、
こ
の
扶
閣
に
あ
っ
て
じ
本
外
交
の
を
を
映
し
山
川
し
て
い
る

M

外
務
省
は
イ
ギ
ス
心
山
町
山
併
に
対
3

ょに、
h

バ
白
・
監
禁
利
、
ハ
恨
の
擁
護
に
何
人
示
し
ナ
ー
数
十
d
を
と
り
続
け
た
ハ
そ
の
出
口
市
小
に
は
、
M
X

仁文円、ー～

。m
t
F

ζ

持
係
官
リ

～
H
M
p
d務
省
a

治
信
指
）

れ
務
省
の
六
人
、
内
庁
万
人
以
は
経
済
界
刀
、
下
市
町
に
引
き
ず
ら
れ
が
ち
ゲ
「
れ
3

に
U
3
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
間
極
｛
九
汁

γ
司
令
王
管
の
通
商
同
け
存

っ
た
c

イ
よ
リ
ス
主
輸
問
題
へ
の
汁
ル
川
市
福
U
で
辺
市
町
β
独
自
の
考
込
れ
を
捕
い
っ
た
形
跡
は
頂
、
凡
な
レ
の
で
あ
る
乙

Z
」

の
結
果
、
外
務
在
中
事
、
は
む
訂
以
弁
や
湾
係
｛
寸
］
汁
の
段
求
ー
を
出
ぺ
ん
に
九
校
け
す
る
伸
明
好
に
な
っ

亡
の
際
、

川
本
経
泊
に
打
撃
古
与
え

る
こ
と
が
パ
リ
絞
沿
会
議
に
お
け
る

反
ず
る
と
い
う
論
理
で
、
外
務
省
は
禁
輸
緩
和
安
求
心

ι当
化
合
凶
ろ

「相
h
一
共
助

う
と
し
た

J

、み〆、

f

、一山ハ
μ

、i

山
什
光
は
牛
中
入
（
…
v
t
父
渉
曹
長
二
批
判
的
な
日
以
p
ハ｛
J
b」
山
げ
て
い
た
什

珍
正
捨

crhJ4大
伎
は
、
戦
時
経
渋
税
制
の
強
化

を
余
儀
ば
く
さ
れ
る

f
ギ
リ
ヌ
に
丸
ず
し
て
通
商
利
生
［

pr押
し
川
す
こ
と
こ
そ
「
相
川
口
μ
ハ肋

の
山
活
作
神
に
反
す
る
と
号
、
ズ
て
い
た

J

A

た
め
、
外
務
省
は
ん
J

出
先
と
の
阿

5
2見
対
v
J
が
午
じ
る
こ
と
に
な
ワ
た
っ

」
の
一
対
V
こ
そ
、
戦
ドJ
終
括
協
力

t
油
忠
商
利
γ
命
線
設
の

狭
間
に
泣
か
れ
て
い
た
大
時
期
ヨ
卒
外
交
の
状
討
を
よ
く
均
詑
っ

E
Lい
る
と
一
円
え
工
ス
ノ
r

最
後
に
、
本
一

Ff踏
ま
え
た
者
エ
の
授
認
を
述
べ
て
お
ノ
、
。
本
一
桁
で
ヘ
湘
と
た
角
一
六
刊
の
訓
示
前
川
絞
利
ハ
人
法
は
朝
午
も
反
問
す
る
υ



一一月
C
i
f
y
h
制
限
活
水
新
作
戦
出
拾
に
よ

n

イ
ヰ
リ
ス
川

dw
一放

A
し
r
い
七
恥
舶
向
山
也
は
深
刻
字
乞
凶
叫
十
づ
っ

イ
よ
リ
ス
は
輸

人
品
川

t
H
E
批
大
h

子
、
施
し

メ
り
わ
プ
も
一
円
び
愉
人
余
止
？
と
は
る
n

こ
の
と
き
し
ー
ー
が
は
改
め
て
昔
日
輸
江
市
ね
交
渉
主
行
う
一
〕
ご
い
ん
』
る
ま

に
、
船
揃
問
題
の
深
刻
化
け
じ
造
船
川
村
愉
山
忙
殺
止
問
題
に
も
尽
を
落
と

1
3
九
久
ー
は
村
山
輸
解
除
を
一
け
度
求
め
る

ん
逆
に
イ
主
り
ス

か
ら
船
舶
ほ
供
乞
的
く
川
女
訂
さ
れ
る
の
と
あ
る

れ
八
一
ハ
刊
以
卜
日
取
、
〕
さ
J

ど凶也九
γ
；
弓
守
i

の
P
1
干
汀
ス
禁
怖
政
良
へ
の
ヨ
本
の
対

b

に
つ
い
て
は
、
別
検
九
議
勺
て
考
察
、
ζ
～レ）

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

（l
～
第
次
日
広
l
八九代問問ヨ一不｛
ω通
胡
針
荷
の
収
刊
に
つ
1
4

て
は
、
札
務
官
民
修
一
通
商
主
約
と
川
四
日
以
前
り
支
出
品

九
ム
「
↓
ん
十
一

i
七
｛
ハ
、
一
j

民

、

川

川

町

守

二

店

冗

新

聞

社

、

一

ー

η
九

t
年
、
七

U
F

此
田
市
人
制

q
H
j
k
η
方
沖
川
ん

一寸
l
F
T
M
M
Y
川哨岬久川ム以、

心
h

、
円
十
hihγ
ニ

市

川

一
雫
九
に
の
川
相
応
F

一
同
大
戦
附
山

/¥ 

（中東日以士、」
λ
μ

説
会
、
ハ
ハ
年
｝
H
d

九
百
な
ζ
4
2
断、

ま
た
卜
人
次
期
に
h
f

る
舟
運
一
J

品
川
政
剥
常
心
庄
日
成
長
に
つ
い
一
、
は
、
岡
崎
古
」
世
オ
ヵ
l
主
化
と
渋
剖
F
4
t
h
』
ヘ市川小
f
八
学
山
版
会
、

h
九
一
ノ
丁
一
二

＼？古今‘一
J

f

f’J
喜
附

〆
｛ゾ＼

在
八
口
洋
一
川

y
h
w
d中
古
一
間
へ

h
u
l
rゅ
の
主
加
を
放
J

＼
い
る
も
刀
こ
一
三
日
必
昆
守
二
十
山

じ
協
力
問
忠
F

一

九

七

年

一

コ

貝

、

原

出

コ
第
次
川
叶
H
J
I八
政
参
加
R

U

「
抗
一
迎
合
凶
符
一
戸
会
議
会
見
乙
で
J
詞
査
ヘ
ヨ
」
1

内

月
J

お
よ
び
川

P
派
対
日
本
ζ

沼
市
岳
民
投
ー
一
｛
東
洋
経
市
一
世
初
日
口
、

と
H

ず

い

政

府

パ

不

ト

ヘ

リ

f
E
際
泊
係
リ
f
部
付
際
均
係
研

H
京
外
交
史

一
院
品
川
泊
山
町
出
版
会

ノ1、
, 、

市川
f
N叩
t
ハjd
ナ
経
済
ヂ
首
長
－

Tち

古
ぷ
川
門
ケ
｛
九
八
I
G

一一
f

ノ
つ
っ
と
v

第
一
平
、
ド
々
木
久
伝

1trι
ヘロ
R
h仲
間
治
会
議

内
I

中山川｝川ポハ、人
L

山
中
三
日
v

＼
一
九
八
八
午
凡
て
有
1
4払
川
口
問
『
ヰ
川
一
式
rh

院
長
会
）
成
所
”

一
辺
際
明
対
日
加
川
川
弘

－
：
一
一
ン
V

J
、
川
き
い
、
〈
ノ
同
年
）

ノl
凶

八一山一》山ヱゲ」
Zf町、）

一
心
叫

h市
ヘ
』
？
i
i

一、ぺ
l
珂
引
手
十

一

j

p

i

i

E

y

l

ヘJ

ハ
；
午
）
第
U
主
人
公
安
伊
v

刷
書
「
井
パ
サ
川
凶
荒
川
れ
ぐ
活
諸
政
子
氏
の
十
一
／
（
恵
』
二
回
ん
ー
二
土
目
、
一
主
ヘ
旦
川
比
府
川
二
閉
会
一
直
炉
提
肘
渋
詩
文

どをぷ刊山主四円句、

「
市
一
次
刊
界
人
戦
と
ド
木
海
市

一
川
崎
怯
託
靖
夫
、
子
出
版
会
、

r

ア

ン

一

小

i

k
多
野
将
司
昨

P
1
r
i
 

－
－
ィ

～ 可制

II 
共
うく
も）＇［

史

ロ
ノ
ハ
ノ
二
円
一
〆
、
一
も
民
事
一
東
い
不
十
、
千
戸
円
余
、

）京
Iii 

出
桂
子
編

一
年
間
情
次
！
人

戦
詞
山
中
内

f巾
1
4

弔
政
京
語
科
集
F

市

九
八
七
年
）
｛
八
I

七
K
M安
円

一P
〉

υ
、

）
f

山
イ

ハ
リ
経
点
、
主
棋
の
決
法
主
作
成
過
程
、

お
け
る
1
ギ
フ
む
し
レ
J

仏
支
出
こ
歪
説
叫
2
4
一
一
怨
に
J

J

W

て
は
、
秋
耳
目
「
詩
次
＋
八
一
親
問
の
追
八

nr

・－E
三
立
献
し
」
イ
ギ
7

ヌ
の
元
同
点
ー
一
札

lつ5［：ヘ氏、＇i.;1.Ul<J<、ii'.. /'iおな fdi> 



槌
川
町
】
一
社
三
桂
一
昨
史
h

J

M

山
六
九
義
弟
一

U
一
二
一
八
八
と
什
行
）

tu
一
一
一
｛
一
ヘ
ロ
ヨ

ヘ
J

外
務
者
和
一
一
日
本
外
交
文
芸
一
人
川
有

1
m一
町
、
以
一
一
豆
参
照
し

ア
ゴ
ん
六
位
河
川
り
一
ハ

u
h
A外
相
り
松
川
日
仏
大
使
姉
、
同
前
一
川
一
同
一
｛
円
n
一
日
参
照
な
い
山
政
谷
川
心
一
叫
ん
有
六
長
以
外
の
前

派
一
止
民
は
、
川
中
ド
け
い
じ
r
A

一
間
刈
い
ふ
ヘ
使
釘
参
事
官
、
一
、
説
明
日
行
？
へ
ん
祢
れ
県
主
日
～
務
布
一
、
鵠
に
L
fパ
」
仲
川
（
員
一
間
務
主
包

rk、
午
九
台
規

f一
九
治
了
へ
蔵

山内A
V

山
一
、
日
H
門
人
ー
丘
門
口
L
（
豆
、
ぃ
和
村
山
叫
ト
ん
却
ヘ
－

5Ml八
伎
町
二
υ
寺し吉一円コ品川
V
U｝

（
i

f

ノ
六
何

m
ド
ー
ハ
日
斗
l
九
四
川
汁
判
f

り
阪
ぺ
u
点
ム
円
以
肝
冶
ム
バ
士
京
特

h
を
去
っ
｛
完
日
常
一
川
、
四
一
川
、
H
J
な
。
、
不
一
戸
一
引
は
史
料
り
1
川市
υ

に
ふ
め
ず
二
て
な
タ
カ
ト
を
む
り
引
な
v

止
し
、
山
げ
（
体
、
と
説
J
H
訓
市
J

休
v

改
め
て
い
る
J

｛
父
出
小
田
前
明
吋
芹
、
一
ハ
一
頁
ι寺町、－

（
ワ
一
九
六
年
六
月
二
日
松
μ
ハ
貯
仏
キ
ヘ
便
よ
れ
石
十
外
相
応
、
↓
目
指
「
J

木
礼
父
丈
b

｝
i
ヘ
王
川
i
市

冊

、

有

l
一ぺ（〈

戸川川）

λ

六
ザ
六
月
一
日

μ朽
比
外
相
よ
り
松
片
付
引

H
K決
別
、
同
前
、
一
ア
バ
九

ρ
諮
問
二
日
乙
号
、
イ
ギ
リ
ス
ァ
に
r－－
3

る
斡
↓
人
解
決
品

三口山

γ
〆
て
ブ
ラ
：
十
川
口
一
F

主
別
口
町
同
議
出
太
制
が
、
崎
出

mr希
望
五
と
ん
て
鉄
日
間
お
一
仇
び
悦
人
口
余
一
問
符
何
千
じ
ト
y

プ

ゐ
性
ノ

l
ダ
二
ァ
う
ル
古
半
げ
コ
れ
て
い
る
J

三
た
！
他

ω
仲
人
υ
誌
同
に
f
u
川
ず
る
情
出
I
A
併
禁
希
望
I
m
H
J
込
7
1げ
つ
れ
一
K
L
る

（1
一
削
掲
－
m川
、
ぺ
夫
被
閉
山
辺
市
民
三
段
μ
A
～
資
料
民
紘
一
一
一
巻
、
、
只
今
世
間

戸
川
／
：
京
都
府
苛
仁
針
済
ヘ
ユ
式
市
立
話
古
d
L之
士
一
品
川
忠
「
司
会
、
一
ん
川
四
位
）
二
一
い
じ
f

三
一
一
心
向
、
、
も
円
白
星
胡
土
議
所
ι

一
占
ぷ
湖
仁

三
議
町
寸
年
山
戸
一
川
町
、
化
問
一
年
〕
一
八
立
｝
八
七
h
（内
J
h
u

一
日
～
「
八
夜
間
U
一
札
白
色
バ
六
作
二
八
一
へ
口
孝
一
回
コ

－V
Y

T
束

手
Y

〕
忠
利
岡
ー

h

六
ι
4
u
dじ
じ
「

ヘ日
J

日
本
政
的
（
心
ハ
ソ
り
科
将
人
会
以
ー
は
品
川
川

ZWT仙
も
他
心
ギ
エ
百
［
凶
に
比
べ
て
遅
ノ
＼
一
月
一
一
八
日
之
、
ハ
J

H

V

M

山議
7

引
ぷ
過
程
ァ
同
つ
い
て
は
、
以

川
F

』
マ
指
南
、
七
三
｛
一
七
九
三
円
、
奉
出
：

－M
）
ド
f
y
は、

γ
メ
リ
カ
一
ウ
ィ
凡
〆
六
社
九
百
の
抗
議
全
寸
け
て
治
主
幌
一
作
践
を

U
ば
件
、
え
て
い
ム
）
し
1
J

し

τ月
二
。
ヘ
円

け
の
コ
ト
ラ
ノ
ド
出
υ間
引
鋭
、
ド
イ
ソ
は
税
法
決
戦
て
は
な
J

治
主
祁
咋
誠
3

且
町
怖
い
に
女
わ
J

出
「
ド
イ
ノ
は
イ
ギ
ス
f
f
i
一
の
知
山
帝
京
い
る

況
通
商
舟
〆
一
が
ゥ
、
部
拙
攻
川
町
J

M恒
大
さ
～
る
の
k

あ
る
一
九

J

P

7

J

一ソ
l
J
部
築
忠
七
訳
／

d
y
ス
地
代
史

i
、
み
よ
ず

＃古川町、

k
六
六
年
l

、
月
九
一
白
話
回
ハ
F

rnu:aミ・Ilo＇仁（ 3・ I 18:'1 11つ'6:::oo,, 11 



Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

yv
：
」
〆
江
引
キ
コ
目
、
一
立
人
託
尋
『
k
u、ミ
hhh

へf
b
N
吉
、
＼
凶
ミ

R
M
Vミ五之、ど阿川、
A
P
N
N
ミ
d
h
h
N
S
ど
へ
え
込
”
ヘ
ミ
ミ
主
主
な
ど
N
N
3
2
7
々
d

J

2

T

（宮町とコハ一戸川）弐戸

ニパ

E
E］］》て戸
FEVFE一
心
江
戸
后
ハ
一
円
『
何
回
C
J
H
P
S♂
同
行
ご
芸
品
内
主
ム
一
三
、
部
川
椛
制
行
は
は
引
制
統
制
を
hu
とい
U

外
の
叶
ゴ
討
委
口

会
や
同
九
日
や
・
川
平
主
に
ま
て
V
U、
も
弔
問
y

枕
吐
や
一

R
レ
一
心
九
ぃ
船
航
続
出
川
被
宿
の
統
一
以
、
ロ
イ
J

ン
ョ
ジ
内
問
L

一
品
る
が

泊
者
の
創
設
主
主
て
な
れ

h
以
？
ヘ
ノ

ωい
己

F
E
Cニ
印
三
一

f
p
K
5
5
u
A
q
号
υ
F
E
＝
だ
と
c
s
v
p丸
、
官
、
伝
Z
2
d
j
d
号
乙
え
C己

｛エ〈戸
M
1
1

’同局ぐ｝
J
n
3
M

円。」｛円台一｝、ヶ
lv
｛ご
c

一
日
～
ん
六
位
に
な
～
J

て
二
月
五
日
一
月
一
J
H、
二
日
行
二
日
目
一
一
／
口
に
輸
一
人
村
J

1

ょん
J
o
t－
－
叩
さ
れ
て
い
念
一
九
一
六

ι

力
日
甘
い
J

山
町

υ
と
h
i
F

二
作
判
事
代
理
一
d

叶
七
ー
オ
外
相
応
一
綿
製
品
問
r
低
存
抗

R
2英
国
情
1λ

、話
Jm
ノ
仕
事
問
e

川
河
蒋
省
一
戸
保

山
十
心
む
旧
小
一
ι作
品
川
川
被
谷
一
ノ
校
同
貿
易
ニ
及
土
ス
ド
ザ
等
科
口
緋
門
＋
見
守
輸
入
梓
一
一
命
日
士
一
H
T
7
J
j
v
件
一
二
、
外
務
省
外
父
川
丸
山
P
H
M
E
以

（9
～
九
一
！

ρ
円
一
己
井
杭
宍
犬
山
陀
よ
り
吉
井
外
相
完
1

当
目
的
μ

人
間
制
限
ニ
山
一
ス
止
件
一
、
内
務
省
記
録
ω
ゃ

N

S

N

G

｝
「
失

同
翰
J

ヘ
詰
制
品
一
－
山
川
ス
ル
芹
補
足
」
一

｛
川
州
、
外
務
山
川
J
忌
布
河
川
幅
一
北
部
去
報
P
L
R
↓
可
深
川
県
三
一
一
日
～
九
六
イ
↓
己
り
一
／
ノ
川
、
不
山
一
以
仮
持
呪
バ
九
九
軒
、
ち
ポ
ー

（
汁
一
川
け
ず
戸
、
市
二
じ
を
第
二
つ
号
、
九
一
六
午
同
月
七
U

三
時
ノ

rt

戸
川
）
九
六
午
月
三
（
ノ
口
弁
i
防
庁
真
に
中
、
よ
れ
い
弁
外
相
布
、
一
欧
州
出
刊
し
十
で
性
済
宣
鳥
一
及
川
ス
影
山
官
報
什
戸
維
斗
夕
、
国
輸
ヘ
市
制
川
m

刊
川
ヌ
ル
門
〔
判
品
、
ヰ
に
附
つ
右
い
間
以
h
は
こ
心
記
録
か
い
J

引
用
む
石
川
市
て
い
る
ー

－U
h

w

六
午
阿
川
一
ヨ

U
民
説
法
次
官
よ

n
川
市
原
外
烹
次
官
先
日

（リ
J

九
六
年
同
日
一
L
d
u
l
山
長
白
務
次
（

Eτ
古
川
抗
日
尿
叫
ん
村
次
一
吋
宛
ぃ

戸
川
、
続
一
点
輪
山
山
協
九
円
英
司
一
附
人
全
リ
令
に
刻
一
L
K
F
治
大
町
一
布
設
布
川
務
大
B

ヘ
提
山
川
さ
る
隙
情
台
、
サ
一
円
お
お
欠
大
川
崎
町
通
有

4
F
H
R
伐

策
定
制
業
づ
付
ん
い
お
ヘ
一
日
一
日
参
町
、
J

一
治
～
問
え
ば
、
関
白
市
治
会
設
γ

J

d

斗
什
バ
也
市
調
介
へ
μ
円
相
川
刊
を
淀
川
問
、
工
～
一
け
ん
部
商
業
会
品
J
ー
は
、
輸
入
山
市
」
山
市
に
つ
い
て
い
ち
Jγ

：
相
会
し
て

い
る
ヘ
九
六
お
こ
い
い
d

ニ
ニ
以
郡
司
岳
会
議
前
よ
り
外
務
省
出
百
日
主
住
宅
言
、
有
偲

1主
同
愉
寸
入
江
市
川
口
問
問
7
1
w
n

補
正
一
「

｛

つ

九

六

年

同

汁

H
b

］
日
「
川
外
棺
よ
い
り
川
l
－市民
1
八
伎
如
「

（
山
崎
～
六
六
何
m
ド
ー
！
ハ
ヨ
汁
i
柱
守
人
大
便
ゎ

F
A寸
外
相
坑
芸
同
l
f

－
m）
h
ぺ
六
午
同
日
弓
二

U
ハTr
肝
す
ん
六
使
よ
竹
石
打
外
相
P

タュ

12'! l2Ul''i. '! I; Ul<J<、it'/'iおな fd3・ 



戸
別
、
九
ハ
ノ
μ

江
戸
た
井
杭
失
大
悦
よ
れ
ナ
ド
井
川
外
相
剤
、
九
百

件
一
山
吉
町
一
役
者
は
英
国
怜
人
材
別
口
川
一
氏
ス
は
件
炉
T
M
所
収
J

一
リ
ハ
～
ん
六
位
γ
i
日
付
仁

u
h
A外
相
り
仲
上
民
主
l
九品、抑

－Z
一
守
山
却
に
叫
誠
弔
凹
リ
川
村
治
一
一
一

5
（
九
ハ
ノ
lz
じ
万
七
己
）
も
一
月
「
ム
刀
降
、
口
木
剖
愉
出
来
者
同
一
昨
山
事
頃
ヘ
氏
γ」
／

主

ス
前
リ
広
三
名
物
品
心
一
サ
ね
ん
ゆ
ゾ
ご

Uγ

イ
J
r
y
F
J
領
鳴
が
に

J
川
日
ま
て
に
い
U

1

山
口
る
こ
こ
と
ー
に
よ
辿
百
人
件
」
川
山
」
均
百
ヘ
一
巻
泣

一
一
…
山
寺
、
九
！
ハ
年
七
月
二
パ
主
ノ
相
川
）
し

－JH山）

h
ぺ
六
午
七
円
一
己
珍
川
肝
す
ん
六
使
よ
竹
石
打
外
相
P

タュ

｛
別
手
叫
7

山
公
誌
づ
か
山
三

L
古
川
！
と
ニ
ハ
）
八
号
（
九
一
ハ
A
1
7

司
〉
什
｝
す
一
町
｝
つ
宗
’
げ
で
は
ハ
ー
ま
で
に
波
に
場
ム
ヘ
J

一
山
氏
物
に

版
灯
輸
出
、
土
井
一
引
L

、
7

て
れ
以
後
は
え
許
可
〕
耕
一
九
J
A
J
F
ω
L
Y
J
J
V
八
ヘ
「
治
荷
公
報
』
沼
八
巻
市
一
守
、
九
一
ー
ハ
i
μ
F
J

香料〆一「

に

ど

九

今

F
4
一
月

u
l山
忠
商
務
次
立
よ
わ
リ
ザ
出
舛
務
次

I
L約
一
町
村
県
内
↑
註
丈
ご
タ
ル
造
船
村
J
取
引
一
院
？
ヘ
ル
扶
取
円
一

ん

I
L十
月
二
日
川
町
下
札
一
凡
鈴
木
清
一
＼
長
11
一
ヨ
ノ
生
船
材
料
川
川
町
交
涼
紅
海
一
（
一

t

r
イ

一

月

日

、

一

汁
羽
，
烹
）
土
店
、
外
務
省
一
山
〕
回
以
仏
日
山

v
h

己
机
杯
政
争
ノ
経
渋
貿
易
ご
壮
ホ
ス
影
響
域
内
純
朴
木
一
川
輸
出
計
制
I

同
一
間
ス
ル
ド
L

ノ

ヘ
｝
〔
以
h
l

、
特
に
出
ら
、
c
h

以
内
川
は
こ
心
一
叫
誌
か
ム
一
引
市

A
Y
J

出
1

ノ
〈
い
る
「

戸
川
、
パ
六
位
！
？
八
己
主
「
，
山
逓
杭
省
管
似
引
い
同
長
a

り
m
j
d外
務
次
－
い
宛
主
ノ
問
、
c

－hu州

h
w

六
午
一
日
付
一
日
l

一
ん
貯
女
大
慢
し
よ

n
石
什
外
相
点
じ

一
刻
～
ん
六
位
河
川
り
一

ι
U究
持
活
H
刊
町
仏
ノ
ア
ド
井
外
相
宛

－m一
H

八
六
ム
γ

阿
ャ
二
ひ
じ
h

r

肝
f
L
4
八
日
閉
よ
り
石
方
外
相
uy「

ヘ叫
J

九
一
六
午
立
月
一

uJ両
川
遅
計
次
｛
ロ
で
か
い
叫
門
店
一
件
芹
J

次
官
宛
季
出
、

（
七
川
合
会
山
内
心

1

判
加
参
照
に
な
J
D

、
川
片
足
粕
川
シ
一
払
引
い
ト
リ
川
町
山
川
刊
は
公
江
は
三
井
初
入
戸
一
芸
汁

wkz吐
、
東
京
下
一
山
川
辺
船
所
、

出
算
内
海
、

j
、
取
欽
ド
ム
町
、
橋
J
い
注
品
叶
、
搭
廃
止
町
一
郎
、
山

J

一
誌
、
宇
和
古
川
選
店
、
ベ
人
口
判
。
口
出
自
主
、
本
計
南
川
円
で
あ
る

5

2
外
佐
字
、
新
持
品
九
六
ん
小
川
吋
バ
一
札
口
－
主
～
J

、
γ
東
日
小
山
什
杭
十
主
九
一
八
守
王
バ
一
円
h
Uも
4
2
断、

（
刊
什
～
東
京
一
パ
ん
て
剃
町
六
六
年
五
日
一
一
、
内
諮
問

戸川口

λ

六午
1

斗
月
一
二
一
μ
朽
比
外
相
よ
り
力
上
肢
見
ー
に
渋
川
γ季開ハ
ι

一
刻
ぺ
上
よ
q
f
h
h
井
宛
1

怖
一
人
禁
止
問
F
一
町
一
人
二
比
凶
作
け
－
rJ
送
れ
ノ

rnu:aミ・Ilo＇仁（ 3・ I 1811 11お：：：OOc,11 



戸
山
、
パ
六
位
一
山
！
？
一
二

U
ヘ
品
川
叫
ん
で
十
九
使
民
り
石
井
外
相
味
、

庄
松
村
山
和
愉
出
鮮
が
り
ニ
悶
ン
吏
国
政
府
、
交
法
ノ
ド
L

事
附
一

（
同
一
川
前
1

山
川
制
以
外
ノ
q
U
恥
村
ね
い
斡
品
川
町
宗
方
－
－

m
L九
日
比
山
川
卜
父
沙
ノ
川
「
〔

－H
川一

J

U

ト
川
ス
フ
ラ
ン
ス
丙
平
が
町
出
戦
線
で
山
九
九
州
）
～
ツ
ム
攻
勢
改
心
戦
局
に
づ
い

f
ば
、
門
戸
ル
ハ
ト
／
し
れ
達
吃
ぷ
刊
誌

次
日
界
大
戦
y
v
ノ
山
収
位
、
九
じ
ヘ
午
、
二
二
力
行
1
A
e
I
J
e
p
－
叶
イ
r

／
青
白
稔
訳
一
ん
第
一
次
世
界
ド
八
段
目
一
話
3

九
州
、
ん
八
九
－
P
一
一
ニ

ι
【
同
八
「
ハ
担
問
、
。

－U
日
）
可
中
l

川
河
白
出
来
新
報
」

h

ぺ
六
年
五
日
一
凶
ぺ
八
月
口
、
コ
月
一
1」
μ
者
間
H

）

｛
灯
、
コ
辺
昨
公
的
川
日
常
ハ
一
九
へ
ん
一
半
？
じ
門
d

〈
ん
之
、
ム
リ
（
日
叫
ん
日
）
安
川
「

（－w～ん
！
八
年
パ
い
ハ
万
j

珍
出
射
英
大
使
n

り
七
井
M
H

相
宛
、
札
ハ
扮
省
寸
法
日
件
以
ム
同
日
｝
川
市
「
内
川
～
判
r
ド
ノ
料
日
留
、
初
＆
’
メ
W

乱
部
川
山

L
F
r
f
1
4へ
凶
輸
人
禁
制
仏
一
閲
ス
凡
九
十
」
一
以
、
特
に
断
り
な
い
限
り
は
こ
の
コ
山
既
日
ワ
引
m
e
参
阿
川
、
［
て
い
る
J

｛
川
、
九
一
、
同
一
一
付
六
U
l
川
良
胡
路
次
官
－
4

り
料
原
外
務
次
ー
し
γ
福
ハ
己
り
六
日
石
井
外
柁
二
h

珍
凶
忠
英
大
慢
宛
丈
高

（

川

一

九

六

年

〈
U
月
九
日
有
μ
ハ一札引
I
り
珍
川
貯
史
1
、
向
山
参
照
ょ

戸

川

）

九

六

午

C
月
二
口
大
阪
H

丈
に
小
ケ
オ
ル
問
主
初
台
よ
れ
〆
し
い
弁
外
相
出
均
倍
増
U

一
、
一
〆
月
一
ヘ
ハ
仲
（
口
NMμ
初
日
芸
泊
汁
よ
い
い
枠

料
相
宛
長
当
輸
人
材
小
1
1

一
珂
ス
ル
清
ぬ
辛
門

－
バ
メ
リ
ヤ
ス
執
I
A
禁
止
古
も
た
コ
ず
職
↓
の
丈
岸
恥
へ
業
へ

ω
向
も
ん
む
は
、
当
作
J
m
w
一
利
聞
で
も
論
t
ら
れ
て
い
hv
（
）
何
凡
ば
『
中
外
夜
主
訓
示
』

九
一
八
可
づ
一
司
一
、
二
二
円
、

F
～
市
叫
ん
叫
ロ
ビ
町
内
一
九
六
年
ぺ
一
け
一
、
日
未
／
冊
、
－

示

、

ん

f

パん
k

r

い
一
月
一
つ
け

HKハ
輸
川
読
ん
ぶ
よ
り
十
寸
吋
弘
知
可
1

限
目
雪
一
、
ぺ
円
凶
円
以
己
完
ト
人
小
司
、
木
組
h
u
上
わ
r
J
内一いれ相い叩

九州
1
t

－3
n
m合
間

一
日
～
ん
六
年
コ
パ
一
一
ハ
J
U
M州
警
札
蛇
民
一
。
い
ノ
ム
寸
巧
外
相
、
伶
龍
一
一
叩
仲
小
路
亘
山
崎
サ
恒
和
、
神
奈
川
詮
知
＋
ヘ
ー
は
「
ハ
町
九
州
川
山

切
事
完
吏
へ
小
業
省
ノ
h

円
前
一
川
向
ス

μ
川
村
い
本
山
F

な
お
、
一
〈
円
ヤ
ス
茶
話
心
牛
へ
ん
一
は
だ
ヘ
ロ
t

八
十
以
心
八
王
十
寸
公
国
公
会
州
立
阿
倍

三
れ
、
斗
地
か
ら
五
一
〉
〈
）
人
パ
長
っ
J

一
日
ー
一
和
尚
H
旦
六

k
h
F
d
n
r
組
什
山
川
叫
ん
門
会
琉
一
日
ぶ
輸
山
内
人
大
小
同
訟
へ
組
台
淫
人
口
会
見
柴
犬
市
山
市
心

拍
一
九
町
、
ん
一
八
位
、
ハ
寸
門
、
J
H
Mク
田
：

－
川
）
可
t
ヘ
己
木
川
W
U漁
連
ん
「
一
、
一
月
以
F

治

J, 

ハイ？

h
y
H
3
1同
期
庁
ヘ
レ
人
何
よ
り
む
対
外
利
W
1引
泊
以
弘
ノ

!c r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

九
ハ
守

ノ、

月

心
打
計
一
指
書
、
八
五
h
て叫ん事前日

Jし

lつG l2Ul''i >; I; Ul<J<、it'/'iおな f""' 



均一
〆ヘ治

J

一川～

仏
一
日
一
に
汁
？
ν

九
一
六
午
ヘ
一
可
一

ん
六
年
コ
パ
一

－
川
一
三
土
（
mu
～
に
川
日
：
て

｛
以
九
一
ハ
年
一
一
汁
三
）

U
ぺ
品
川
語
英
ム
人
間
よ
じ
寸
j

一
内
外
北
宛
－

（
門
川
～
六
六
年
一
ド
片
山
江
守
円
札
制
f

り
へ
ヲ
川
杭
元
大
悦
日
札
参
照
J

な
ハ
品
、
「
1
不
引
治
会
朴
ー
は
、

F

e

ソ
一
一
本
浩
次
平
日
一
一
色
防
が
あ
る
中
、

八
時
中
本
ヨ
ロ
ァ
パ
氏
門
的
計
維
持
1
v
J
H
J
木
山
総
で
ほ
ど
刻
が
F
J
脹
の
八
刀
、
陥
日
記
む
版
グ
ベ
ザ
上
川
；
」
み
や
輪
山
川
宿
主
に
J
主
「
し
、
通

買
収
人
以
斗
前
の
好
成
拡
ヤ
バ
だ
斗
」
し
J

一
日
ー
一
川
町
船
引
l

公式
kt
稀
什
ぶ
郎
州
市
株
式
会
ネ
i

土
年
史
一
同
？
、
九
一
甘
介
、
出
？
「
「
二

台一
U
I
「一六ハ諮問吋）
C

λ

六午
1

4v一削お－ぺ勺

h
w

六
午

川
前
全
加

パ
ム
ペ
住

h
w

六
午

ん
ム
ハ
一
位

打
パ
ム
ヘ
ム
7

九

六

午

7
h）
 

｛山川、（町一戸川、

H
h
H
H
山
知
英
大
使
よ
り
ム
寸
均
一
山
円
相
有

－
ω

一一

υ本
野
外
相
、
ム
わ
珍
凶
作
貯
史
い
ヘ
憤
妃
口

一

川

一

～

川

uty州
…
出
主
主
、
定
一
。
い
ノ
ム
ー
F
外
相
一
試
一

－

つ

い

一

一

U
d
一
行
戸
本
町
戸
羽
1
け
珍
H
貯
吏
ヘ
山
内
rヤ」

ぷ
J

一
日
け
一
ん

ubIhu阜
英
大
使
よ
れ
宇
野
外
記
桁
一
参
照
し

（川パ～

E42uπ
さ
7

日ハニコニコ
d
Z
C
3ュ
免
一
志
一
主
主
）
人
、
六
1

H

A

L

干
野
外
相
よ
れ
珍
川
社
主
人
大
問
引
を
出

－川）

h
ぺ
六
午
一
日
一
一
h
J

〕
本
町
外
相
よ
り
玲

H
R主
十
円
使
お
参
同
J

｛
日
九
一
ハ
年
一
汁
三
）

U
記
h

且
十
「
陥
ぷ
語
、
ふ
え
L

欄
外
に
は
1

－

J
一
日
開
設
化
三
と
ー

ι哉
さ
す
き
に
い
る
「

子川～

E42uπ
さ
ζ
三
c
c…ご
2
2
5
5守
呂

Zu
－
－
～
！
ハ
ム
川
町
二
五
円
へ
ん
じ
外
相
I
h
U
J
珍
同
組
詐
へ
l

ヘ
ぽ
宛

力

H
本
町
外
相
よ
れ
れ
ハ
小
町
げ
山
口
防
相
指
杭
一
一
共
回
二
九
j

ケ
ル
史
穴
小
ね
へ
柿

Jι
註
阿
円
茂
木
祁
主
主
お
一
一
掃
口
一
方
／
刊
一

6
U
：
戸
外
相
L
b
h
J
珍
い
戸
貯
克
介
、
使
桁
一
J

uty州
…
出
主
主
、
定
一
。
い
ノ
ノ
ト
井
外
相
一
試
一

一
円
一
今

μ珍
H
uー
ヰ
央
大
生
よ
れ
？
？
内
外
相
迂
ι

九
一
八
牛
刀
日
松
川
仲
介
主
ト
人
情
よ
り
t
J
今
外
相
宛
手
目
J

一
月
一
間
十
三
ん
止
忠
商
務
庁
、
円
】
l

臥
り
幣
京
外
務
、
大
高
、

同
ー
寺
内
外
相
4
り
店
出
駐
英
大
使
記
参
仰
い
ハ

月

!I Ji n 

九

ハ

f
M
V
N二

三
ヲ
印

rnu:aミ・Ilo＇仁（ 3・ I 18引 Il 3U :::OOc 



戸
打
、
じ
住
！
？
己
入
品
川
山
が
下
、
大
使
1
主
人
l

川町仇／相日中

ヘ
問
的
J

父
法
引

1
イ
あ
ハ
A

フ
／
／
一
v
J
M
h

、
日
本
町
三
カ
ら
」

yれ
回
戦
日
経
吟
統
制
の
＃
浪
者
た
執
っ
一
て
怠
ろ
う
し
か
し
、
叫
J
J
M
j

〆
さ
ス

迂

J
1
1閣
の
［
］
刊
ぇ
日
開
法
の
人
で
i

一
ィ
ム
阿
賀
坊
へ
耐
芹
で
め
「
J

F

｝
乙
に
は
戸
予
て
お

F
た
い
一
秋
宮
前
掲
示
v

人
七
同
口
、
一
7
1
ラ
i

前
端

書
ア
ド
川
ス
日
】
代
七
』

1
1
ハ
ペ
ペ
ホj
，
一
日
一
口
〆
K

H

ジ
ョ

l
ン
か
っ
す
れ
ば
、
知
的
社
制
1
愉
I
ヘ
制
限
に
対
ι一J
る
ラ
ン
、
ン
マ
／
心
情
誌

は
む
に
ろ
脱
会
京
出
と
議
病
吉
一
が
っ
さ
占
ー
っ

k
p
fに
J
ト

γ
で
お
っ

D
－
ロ
イ
ド
ン
ゴ
マ
ン
バ
は
賢
次
ほ
カ
訳
一
化
」
界
太
戦

川
〕
間
相
対
山
中
間
表
、
改
「
ヰ
、
ド
八
川
行

4
、

斗

勺

、

）
F

－

汁

川

）

ピ

l
タ

ク

ア

ク

，

T4
沢
保
t
u
m－
ボ
一
’

hz
リ
ス
現
代
交

向
パ
行
合
同
竹
山 ノ！

九
九

J

ペ
ベ
二
日
一
名
＋
巳
戸
一
ぶ
J

出
版
会
、

ひ
っ
川
U
J
八
二

引
泊
内
h
h
報
第
川
八
h

ヘ
市
一
ん
立
ー
ケ
一
戸
ん

f
ム
J

一
月
「
己
、
戸
出
「
「
1

木
愉
山
山
川
崎
i
ヘ
小
司
業
印
私
ム
い
遅
九
円
人
戸
史
「
し
宍
tz一同〔

戸ρ
b
）
色
ハ
合
ー
白
人
え
は
、
戦
前
訓
日
本
ど
い
述
山
出
し
ピ
刀
拝
世
間
心
技
出
一
、
制
今
一
刀
、
れ
る
川
町
内
が
九
日
ハ
μ
つ
ず

L
L
U
h
摘
し
て
い
る
（
で
よ
J

国

際
述
高
段
、
子
て
止
ハ
片
山

H
A
』名？一ハ一九
f

大
了
出
↓
ベ
会
、
口
、
く
い
士
、
七
員
」
汁
江
八
胡
孜
前
の
小
竹
状
況
は
、
六
花
川
ん
治
ー
に
「
す
け
F

二
人
時

ロ
ザ
恥
へ
の
い
刈
応
泊
枚
目
王
、
）
当
て
は
ま
る
、
日
同
L
h
H
1
4一

〉礼1

Jc r斗日イ Jリス愉If＇，入h＂＇＂荒に U本外実

131 ドヘ氏、ci.;I,Ul<J<、ii'.. /'iおな fd7・ 


